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近
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期
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け
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の
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『
太
平
記
』
に
登
場
す
る
正
成
は
、
智
仁
勇
の
三
徳
を
兼
備
し
た
武
将
で
、
天
皇
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
英
雄
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
期
以
降
は
そ
の
教
訓

的
な
側
面
が
正
成
伝
説
の
普
及
を
支
え
る
肝
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
く
。

『
太
平
記
』
に
お
い
て
正
行
の
母
は
、
父
正
成
の
戦
死
を
悲
し
み
自
ら
命
を
絶
と
う
と
す
る
正
行
を
諌
め
、
正
成
の
遺
訓
の
意
味
を
再
度
教
え
諭
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

端
緒
と
な
り
、
そ
の
後
正
成
の
妻
は
良
妻
賢
母
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
近
世
前
期
に
流
行
し
た
「
太
平
記
読
み
」
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
『
理
尽
鈔
』
は
、
兵
学
中
心
の
合
戦
談
と
い
う
性
格
か
ら
、
正
成
の
妻
が
正
行
に
父
の
遺
訓
を
教
え

諭
す
場
面
を
省
略
し
、そ
の
代
わ
り
に
正
成
の
首
を
め
ぐ
っ
て
足
利
直
義
と
楠
家
の
家
臣
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
駆
け
引
き
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

合
戦
談
の
中
で
は
女
性
の
存
在
が
副
次
的
に
し
か
認
識
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
正
成
の
妻
の
情
緒
性
豊
か
な
描
写
が
省
略
さ
れ
た
結
果
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
扱
い
と
は
別
に
、正
成
の
妻
は
近
世
の
早
い
時
期
か
ら
啓
蒙
目
的
の
女
訓
書
に
登
場
し
て
い
る
。
仮
名
草
子
女
訓
書
『
本
朝
女
鑑
』
で
は
、

『
太
平
記
』
原
典
の
正
成
の
妻
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
簡
略
な
形
で
引
か
れ
て
お
り
教
訓
を
主
眼
と
す
る
女
訓
書
の
性
質
に
即
し
て
、
母
と
し
て
息
子
の
誤
り
を
戒
め
る
内
容

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、時
代
浄
瑠
璃
に
お
い
て
は
そ
れ
以
前
と
は
や
や
異
な
る
正
成
の
妻
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
『
吉
野
都
女
楠
』
に
お
い
て
、正
成
の
妻
「
菊

水
」
は
従
来
と
同
様
に
夫
の
遺
志
を
継
ぎ
、息
子
を
訓
戒
す
る
良
妻
賢
母
と
し
て
登
場
す
る
が
、そ
の
上
に
大
力
と
い
う
性
質
を
も
兼
ね
備
え
た
逞
し
い
女
性
と
し
て
描
か
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
男
性
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
時
代
浄
瑠
璃
の
典
型
的
な
女
性
と
は
異
な
る
、
戦
乱
と
い
う
苦
難
を
生
き
抜
く
強
い
女
性
像
が
正
成
の
妻
に
付
与
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

一
方
、
西
沢
一
風
・
田
中
千
柳
の
『
南
北
軍
問
答
』
に
お
い
て
は
新
し
い
趣
向
が
設
定
さ
れ
、
正
成
の
妻
は
女
色
に
溺
れ
る
正
行
を
訓
戒
す
る
。
正
行
の
誤
っ
た
行
動
を
戒

め
る
と
い
う
点
で
は
、『
太
平
記
』
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
の
、
正
行
が
好
色
者
と
し
て
描
か
れ
る
点
に
加
え
て
、「
泣
男
」
杉
本
佐
兵
衛
が
正
成
の
妻
に
代
わ
っ
て
訓
戒
の
内

容
を
伝
え
る
と
い
う
点
が
新
し
い
構
想
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
正
成
の
妻
は
『
太
平
記
』
か
ら
時
代
浄
瑠
璃
に
至
る
ま
で
、
良
妻
賢
母
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
上
に
新
た
な
趣
向
を
取
り
入
れ
つ
つ

受
容
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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一
．
は
じ
め
に

正
成
伝
説
は
近
世
期
に
入
っ
て
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』（
以
下
『
理
尽
鈔
』）

な
ど
の
「
太
平
記
評
判
」
を
通
し
て
広
く
伝
授
さ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
忠
臣
・
知

略
家
・
為
政
者
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
楠
正
成
は
近
世
の
早
い
時
期
か
ら
武
士
を
教
諭

す
る
題
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
（
1
）。
近
世
初
期
の
儒
者
で
兵
学
者
で
も
あ
っ

た
山
鹿
素
行
も
『
理
尽
鈔
』
を
為
政
者
の
心
構
え
を
学
ぶ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
重
視
し
、

特
に
そ
の
中
で
も
正
成
の
事
跡
を
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
と
し
て
と
り
あ
げ
た
（
2
）。

多
い
時
に
門
下
が
三
千
人
を
数
え
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
波
及
力
が
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
が
推
測
さ
れ
る
（
3
）。
こ
の
よ
う
な
正
成
伝
説
の
学
問
的
利
用
に
便
乗

し
て
、『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』・『
楠
正
成
一
巻
書
』・『
楠
桜
井
書
』・『
楠
法
令
巻
』・

『
楠
家
伝
七
巻
書
』
な
ど
、
正
成
の
教
え
を
記
録
し
た
と
す
る
兵
書
が
続
々
と
作
成

さ
れ
流
布
し
て
い
た
（
4
）。

こ
の
よ
う
な
正
成
伝
説
の
利
用
は
楠
正
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
嫡
子
の
正
行
は
孝
子

の
模
範
と
し
て
（
5
）、
正
成
の
妻
は
賢
母
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

正
成
の
妻
は
忠
臣
正
成
・
孝
子
正
行
と
と
も
に
家
内
に
お
け
る
女
性
の
理
想
と
い
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
日
本
人
が
見
習
う
べ
き
理
想
の
一
族
物
語
と
し
て

の
正
成
伝
説
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
子
供
を
訓
育
し
、
夫
不
在
の
家
庭
を
ま
と
め

る
良
妻
賢
母
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
正
成
の
妻
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
来
に

至
る
ま
で
正
成
伝
説
の
中
で
の
「
正
成
の
妻
」
の
意
味
付
け
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る

機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
正
行
の
孝
子
談
に
付
随
し
て
論
じ
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

「
正
成
の
妻
」
は
女
性
個
人
を
家
族
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
に
押
し
込
み
、
天
皇
へ

の
忠
誠
と
い
う
大
命
題
に
帰
納
し
て
い
く
こ
と
に
だ
け
利
用
さ
れ
、「
正
成
の
妻
」

そ
の
も
の
に
光
を
当
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
前
に
は
大
楠
公
夫
人
と
し
て
熱
烈

に
顕
彰
さ
れ
て
い
た
「
正
成
の
妻
」
も
、
現
在
は
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。

一
方
、
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
正
成
伝
説
は
一
族
を
は
じ
め
と
す
る
人
間

関
係
が
複
雑
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
も
拡
大
し
、
近
世
の
諸
ジ
ャ
ン
ル

に
わ
た
っ
て
、
楠
一
族
の
活
躍
が
各
々
の
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
と
呼
応
し
な
が
ら
、
よ

り
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
物
語
と
し
て
成
長
・
展
開
し
て
行
く
こ
と
に

な
る
が
、「
正
成
の
妻
」
の
場
合
は
良
妻
賢
母
の
イ
メ
ー
ジ
に
限
定
さ
れ
ず
、
よ
り

個
性
の
強
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
変
貌
し
て
行
く
。
例
え
ば
、
時
代
浄
瑠
璃
で
は
戦
乱

の
時
代
を
生
き
抜
く
強
靱
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
、
義
理
と
人
情
を
重
ん
ず
る
浄
瑠

璃
独
特
の
人
間
造
形
の
特
徴
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
に
お

い
て
は
楠
正
成
の
妻
「
菊
水
」
を
主
人
公
に
し
た
「
女
楠
物
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の

作
品
が
上
演
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
明
治
期
に
な
る
と
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
新

歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
と
し
て
、「
賢
母
教
訓
」
と
い
う
角
書
を
付
け
た
形
で
「
賢

母
教
訓
女
楠
」
と
い
う
演
目
と
し
て
、
正
成
の
妻
を
主
人
公
と
し
た
「
女
楠
物
」
が

上
演
さ
れ
て
い
る
（
6
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、
正
成
伝
説
の
展
開
に
お

い
て
楠
正
成
の
妻
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
妻
賢
母
と
い
う
性
質
を
保
ち
な
が
ら
、
近
代
以

降
の
天
皇
制
教
育
に
ま
で
到
っ
て
い
る
一
方
、
演
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
多
様

な
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
の
一
端
を
考
察
す
る
。

一
．
は
じ
め
に

二
．『
太
平
記
』
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
像
の
原
形

三
．『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
の
位
相

四
．
仮
名
草
子
女
訓
書
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
―
『
本
朝
女
鑑
』

五
．
時
代
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
像 

―
『
吉
野
都
女
楠
』
と
『
南

北
軍
問
答
』

六
．
お
わ
り
に
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二
．『
太
平
記
』
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
像
の
原
形

ま
ず
、
楠
正
成
の
妻
が
最
初
に
登
場
す
る
『
太
平
記
』
に
お
い
て
、「
正
成
の
妻
」

像
の
原
形
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
太
平
記
』
巻
十
六
「
正マ
サ
シ
ゲ成
、
首ク
ビ

送ヲ
二
故コ

郷
キ
ヤ
ウ
ヘ

一

事ヲ
ク
ル
コ
ト」
で
は
、
正
成
の
死
後
に
足
利
尊
氏
が
六
条
川
原
に
晒
さ
れ
た
正
成
の
首
を
正

成
の
妻
子
の
も
と
に
送
る
。

楠
ガ
後コ
ウ
シ
ツ室
・
子
息
正マ
サ
ツ
ラ行
是コ
レ
ヲ
見
テ
、
判
官
今コ
ン
ド度
兵
庫
へ
立タ
チ
シ
時
、
様サ
マ
ザ
マ々

申
マ
ウ
シ

置オ
キ

シ
事
共
多
カ
ル
上
、
今
度
ノ
合
戦
ニ
必
ズ
討
死
ス
ベ
シ
ト
テ
、
正
行
ヲ
留ト
メ
オ
キ置
シ

カ
バ
、
出イ
デ
シ
ヲ
限カ
ギ
リノ
別ワ
カ
レ
也
ト
ゾ
兼カ
ネ
テ
ヨ
リ
思
ヒ
儲マ
ウ
ケ
タ
ル
事
ナ
レ
ド
モ
、
貌カ
タ
チ
ヲ

ミ
レ
バ
其ソ
レ
ナ
ガ
ラ
目
塞フ
サ
ガリ
色
変ヘ
ン
ジ
テ
、
替カ
ハ
リ
ハ
テ
タ
ル
首
ヲ
ミ
ル
ニ
、
悲カ
ナ
シ
ミ
ノ

心
胸
ニ
満ミ
チ
テ
、
歎ナ
ゲ
キ
ノ
泪ナ
ミ
ダ
セ
キ
敢ア
ヘ
ズ
。
今
年
十
一
才
ニ
成ナ
リ
ケ
ル
帯タ
テ
ハ
キ刀
、
父
ガ
頭ク
ビ

ノ
生イ
キ
タ
リ
シ
時
ニ
モ
似
ヌ
有
様
、
母
ガ
歎ナ
ゲ
キ
ノ
セ
ン
方
モ
ナ
ゲ
ナ
ル
様
ヲ
見
テ
、

流
ル
ヽ
泪
ヲ
袖
ニ
押オ
サ
ヘ
テ
持ヂ
ブ
ツ仏
堂
ノ
方
ヘ
行ユ
キ
ケ
ル
ヲ
、
母
怪ア
ヤ
シ
ク
思オ
モ
ヒ

テ
則ス
ナ
ハ
チ

妻ツ
マ
ド戸
ノ
方
ヨ
リ
行ユ
キ
テ
見
レ
バ
、
父
ガ
兵
庫
ヘ
向
フ
ト
キ
形カ
タ
ミ見
ニ
留ト
ド
メ
シ
菊
水
ノ

刀
ヲ
、
右
ノ
手
ニ
抜ヌ
キ
モ
チ持
テ
、
袴ハ
カ
マ
ノ
腰
ヲ
押オ
シ
サ
ゲ
テ
、
自
害
ヲ
セ
ン
ト
ゾ
シ
居

タ
リ
ケ
ル
。（
７
）（
引
用
中
の
句
読
点
と
濁
点
は
筆
者
が
適
宜
補
っ
た
。
以
下
同
。）

父
正
成
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
見
た
正
行
は
悲
し
み
が
胸
に
こ
み
上
げ
、
正
成
が

兵
庫
へ
向
か
う
際
に
形
見
と
し
て
渡
し
た
菊
水
（
8
）
の
刀
を
持
ち
、
持
仏
堂
に
向
か

い
自
害
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
息
子
の
行
動
に
異
変
を
察
知
し
た
正
成
の
妻
は
、

正
行
を
引
き
止
め
、
そ
の
性
急
な
行
動
の
誤
り
を
教
え
諭
す
。

母
急
イ
ソ
ギ

走ハ
シ
リ
ヨ
ツ寄
テ
、
正
行
ガ
小コ
ウ
デ腕
ニ
取ト
リ
ツ
イ付
テ
、
泪
ヲ
流
シ
テ
申マ
ウ
シ
ケ
ル
ハ
、「
栴セ
ン
ダ
ン檀

ハ
二フ
タ
バ葉
ヨ
リ
芳カ
ウ
バ
シ
」
ト
イ
ヘ
リ
。
汝ナ
ン
ヂ

ヲ
サ
ナ
ク
共ト
モ
父
ガ
子
ナ
ラ
バ
、
是コ
レ
程
ノ

理コ
ト
ワ
リ
ニ
迷
フ
ベ
シ
ヤ
。
小コ
ゴ
コ
ロ心
ニ
モ
能ヨ
ク
ヨ
ク々
事
ノ
様ヤ
ウ
ヲ
思
フ
テ
ミ
ヨ
カ
シ
。
故コ

判
官

ガ
兵
庫
ヘ
向
ヒ
シ
時
、
汝ナ
ン
ヂヲ
桜
井
ノ
宿シ
ユ
ク
ヨ
リ
返
シ
留
メ
シ
事
ハ
、
全
ク
迹ア
ト
ヲ

訪ト
ブ
ラ
ハ
レ
ン
為
ニ
非
ズ
、
腹
ヲ
切
レ
ト
テ
残
シ
置オ
キ
シ
ニ
モ
非
ズ
。
我ワ
レ
縦タ
ト
ヒ
運
命

尽ツ
キ
テ
戦
場
ニ
命
ヲ
失ウ
シ
ナ
フ
共
、
君
何イ
ヅ
ク
ニ
モ
御ゴ

ザ座
有ア
リ
ト
承ウ
ケ
タ
マ
ハラ
バ
、
死シ
ニ
残
リ
タ

ラ
ン
一
族
若
党
共
ヲ
モ
扶フ
チ
持
シ
置
キ
、
今
一
度
軍イ
ク
サ
ヲ
起
シ
、
御
敵
ヲ
滅ホ
ロ
ボ
シ
テ
、

君
ヲ
御ミ

ヨ代
ニ
モ
立タ
チ
進マ
ヰ
ラ
セ
ヨ
ト
云イ
ヒ
オ
キ置
シ
処
ナ
リ
。
其ソ
ノ

遺ユ
ヰ
ゴ
ン言
具ツ
ブ
サ
ニ
聞キ
キ
テ
、
我
ニ

モ
語カ
タ
リ
シ
者
ガ
、
何イ
ツ
ノ
程
ニ
忘
レ
ケ
ル
ゾ
ヤ
。
角カ
ク
テ
ハ
父
ガ
名
ヲ
失ウ
シ
ナ
ヒ
ハ
テ
、

君
ノ
御
用
ニ
合ア
ヒ
進マ
ヰ
ラ
セ
ン
事
有ア
ル
ベ
シ
共ト
モ
不ズ
レ
覚オ
ボ
エ。」
ト
泣ナ
ク
ナ
ク々
勇イ
サ
メ
留ト
ド
メ
テ
、
抜ヌ
キ
タ

ル
刀
ヲ
奪ウ
バ
ヒ
ト
レ
バ
、
正マ
サ
ツ
ラ行
腹
ヲ
不　ズ
二
切キ
リ
得
一
、
礼ラ
イ
バ
ン盤
ノ
上
ヨ
リ
泣ナ
キ
倒
レ
、
母
ト

共
ニ
ゾ
歎ナ
ゲ
キ
ケ
ル
。（
9
）

正
成
の
妻
は
、
正
行
の
行
動
を
武
士
の
子
と
し
て
相
応
し
く
な
い
も
の
と
し
て
と

が
め
、
父
正
成
が
正
行
を
桜
井
の
宿
か
ら
返
し
た
の
は
、
単
に
楠
家
の
存
続
を
目
的

と
し
た
の
で
は
な
く
、
父
に
続
い
て
一
族
の
若
党
を
結
束
し
、
朝
敵
を
滅
ぼ
し
て
君

の
世
を
取
り
戻
す
た
め
で
あ
る
こ
と
を
、「
其ソ
ノ

遺ユ
ヰ
ゴ
ン言
具ツ
ブ
サ
ニ
聞キ
キ
テ
、我
ニ
モ
語
カ
タ
リシ
者
ガ
、

何イ
ツ
ノ
程
ニ
忘
レ
ケ
ル
ゾ
ヤ
。」
と
、
自
ら
聞
き
覚
え
て
い
る
は
ず
の
と
こ
ろ
を
、
い

つ
の
間
に
忘
れ
た
の
か
と
叱
責
す
る
。

こ
の
場
面
は
父
の
死
を
哀
し
む
孝
子
と
し
て
の
正
行
と
、
夫
の
死
と
い
う
現
実
の

中
で
、
正
成
の
遺
訓
を
息
子
に
訓
戒
す
る
良
妻
賢
母
と
し
て
の
正
成
の
妻
の
姿
を
表

し
て
お
り
、
楠
一
族
を
忠
孝
の
モ
デ
ル
と
し
て
創
り
上
げ
る
決
定
的
な
端
緒
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
忠
臣
正
成
、
孝
子
正
行
と
と
も
に
、
良
妻
賢
母
と
し

て
の
正
成
の
妻
が
描
か
れ
、
天
皇
に
対
す
る
忠
を
明
ら
か
に
示
し
た
理
想
的
な
一
族

の
モ
デ
ル
と
し
て
の
楠
一
族
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
．『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
の
位
相

近
世
期
に
入
る
と
、
正
成
伝
説
は
『
太
平
記
』
本
文
と
と
も
に
『
理
尽
鈔
』
な
ど

の
太
平
記
評
判
を
通
し
て
広
く
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。『
理
尽
鈔
』は
、『
太
平
記
』

の
合
戦
や
事
件
あ
る
い
は
人
物
な
ど
に
つ
い
て
政
治
と
兵
法
の
側
面
か
ら
論
じ
た
書

物
で
、
兵
学
者
や
大
名
た
ち
に
と
っ
て
は
為
政
者
の
心
構
え
を
学
ぶ
た
め
の
テ
ク
ス

ト
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。
ま
た
一
方
で
は
「
太
平
記
読
み
」
と
呼
ば
れ
る
講
釈
師
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た
ち
の
種
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
衆
の
レ
ベ
ル
で
も
広
く
受
容
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
10
）。『
理
尽
鈔
』
の
内
容
は
『
太
平
記
』
に
描
か
れ
た
事
件
・

合
戦
・
人
物
な
ど
に
つ
い
て
、「
評
云
」
と
い
う
形
で
論
評
を
加
え
、
ま
た
「
伝
云
」

と
い
う
形
で
異
伝
を
か
か
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
太
平
記
』
の
世
界
を
拡
充
し
て
い

る
。『
太
平
記
』
巻
十
六
「
正マ
サ
シ
ゲ成
、首ク
ビ
送ヲ
二
故コ

郷
キ
ヤ
ウ
ヘ

一

事
ヲ
ク
ル
コ
ト」
に
該
当
す
る
『
理
尽
鈔
』

の
記
事
も
大
筋
は
『
太
平
記
』
の
内
容
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事
の
中
に
は
い

く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

『
理
尽
鈔
』
で
も
足
利
尊
氏
は
『
太
平
記
』
と
同
様
に
正
成
へ
の
哀
惜
の
念
を
語
り
、

楠
家
へ
の
融
和
の
意
志
を
伝
え
る
た
め
に
正
成
の
首
を
送
る
が
、「
伝
」
の
記
事
で

は
そ
れ
は
実
は
尊
氏
の
舎
弟
で
あ
る
直
義
の
計
略
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

○
伝
云
、
直
義
宣ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
正マ
サ
シ
ゲ成
カ
首
故
郷
ヘ
送
給タ
マ
バ
、
諸
人
ノ
見ケ
ン
モ
ン聞
ノ
前
ハ

情ナ
サ
ケ

ア
リ
。
又
謀
共ト
モ
ナ
リ
ヌ
ベ
ク
候
。
正マ
サ
シ
ゲ成
イ
ツ
ゾ
ヤ
、
直
義
ニ
語カ
タ
リ

シ
ハ
敵テ
キ

余
多
討ウ
ツ
ト
リ捕
タ
ル
ニ
敵テ
キ

強ツ
ヨ
クシ
テ
不
レ
破
、
訪
ト
ム
ラ
ヒ

軍イ
ク
サヲ
ト
心
ニ
懸
ナ
ハ
、
名ナ

ア
ル
首

共
ヲ
敵
国
ニ
送オ
ク
リ
、
傍ア
タ
リ
近　キ
者　ノ
訪ト
ム
ラ
ハ
ン
為　ニ
首
共
所
レ
望ノ
ゾ
ム
ヲ
被
レ
遣
候
ヘ
バ
、
一
ハ

情
ア
リ
、
又
ハ
其ソ
ノ
空ム
ナ
シ

キ
顔カ
ウ（
マ
マ
）ヲ
見
テ
ハ
、
如イ

カ何
ナ
ル
勇
士
モ
気キ

弱ヨ
ハ
キ

成
テ
、

軍
ヲ
セ
ズ
又
恐ヲ
ソ
ル
ヽ
意コ
ヽ
ロ
ア
ル
也
。
又
其
コ
ヽ
ロ
ザ
シ
ヲ
カ
ン
ジ
テ
味ミ
カ
タ方
属シ
ヨ
ク
ス
ル

者モ
ノ
ニ
候
ゾ
。
又
打
テ
出イ
デ
ン
ト
欲ヲ
モ
フ
モ
、
此
ア
ハ
レ
ニ
被
レ
引
テ
十
月
二
十
日
ノ
内

ニ
ハ
打
出
ス
候
ト
申
タ
リ
。
実ゲ
ニ
モ
ト
ヲ
ボ
ヘ
候
。
郎
徒
ノ
首
共
ヲ
ハ
、
湊ミ
ナ
ト
川

ニ
被
レ
捨
候
ヘ
バ
力チ
カ
ラナ
シ
。（
ア
）
正マ
サ
シ
ゲ成
ガ
首ク
ビ
ヲ
バ
故コ
キ
ヤ
ウ郷
ヘ
送ヲ
ク
ラ
レ
バ
、
後コ
ウ
シ
ツ室
ハ
女

性
也
多タ
モ
ン聞
丸
ハ
幼ヲ
サ
ナケ
レ
バ
、
歎ナ
ゲ
キ
入
候ソ
ウ
ラ
ヒ
ナ
ン
ト
被
レ
申
シ
。（
11
）

『
太
平
記
』
で
は
足
利
尊
氏
の
哀
悼
の
情
か
ら
正
成
の
首
を
正
成
の
妻
子
の
も
と

に
送
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
敵
を
惑
わ
す
た
め
の
直
義
の
陰
謀
と
し
て
説
明

さ
れ
る
。
直
義
の
意
図
は
、
正
成
の
首
を
河
内
の
楠
一
族
に
送
る
事
に
よ
っ
て
表
面

的
に
は
衆
人
に
尊
氏
の
慈
悲
深
さ
を
印
象
づ
け
つ
つ
、
戦
略
的
に
は
、
亡
く
な
っ
た

主
君
正
成
の
首
を
楠
家
の
郎
徒
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
士
気
を
削
ぐ
こ
と
に

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
伝
」
は
こ
の
場
面
を
戦
中
の
一
種
の
心
理
戦
と
し
て
解
釈
し

て
お
り
、
兵
法
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
『
理
尽
鈔
』
の
特
徴
が
表
れ
た
場
面
と
も
言

え
る
（
12
）。

と
こ
ろ
が
、
楠
家
の
家
臣
た
ち
は
こ
の
直
義
の
計
略
を
看
破
し
て
い
た
。
楠
家
の

郎
徒
た
ち
が
尊
氏
の
慈
悲
深
さ
に
感
動
し
て
い
る
と
聞
い
た
楠
の
老
中
は
、「
敵テ
キ
ノ

コ
ヽ
ロ
ザ
シ
ヲ
奪ウ
バ
ハ
ン

ガ
為タ
メ
。
正マ
サ
シ
ゲ成
ノ
宣
ヒ
シ
事
是
ナ
リ
。」（
13
）
と
言
い
、
正
成
の

首
を
受
け
取
る
と
請
文
を
書
い
て
使
者
を
帰
し
、
和
田
を
は
じ
め
と
し
た
宗
徒
の
者

や
家
子
・
郎
徒
を
集
め
て
、「
判
ハ
ン
ク
ハ
ン官
殿
常
ニ
宣
ヒ
シ
事
ゾ
カ
シ
。
敵テ
キ
ノ
コ
ヽ
ロ
ザ
シ

ヲ
ウ
バ
ハ
ン
ガ
為タ
メ
ニ
首ク
ビ
ヲ
送ヲ
ク
ル

事
」（
14
）
と
、
こ
れ
は
正
成
が
生
前
に
す
で
に
注
意

し
て
い
た
こ
と
だ
と
告
げ
て
、
尊
氏
側
の
計
略
を
皆
に
教
え
諭
す
（
15
）。
そ
し
て
、

尊
氏
軍
の
河
内
へ
の
侵
攻
に
油
断
な
く
備
え
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
る
と
、
楠
家
の

家
子
・
郎
徒
は
正
成
の
首
を
前
に
し
て
皆
涙
に
む
せ
び
な
が
ら
、

中
々
力チ
カ
ラ
ヲ
落オ
ト
シ
タ
ル
体テ
イ
モ
ナ
ク
、
帯タ
テ
ハ
キ刀
殿
覚カ
ク
テ
御オ

ハ在
ス
ル
上
ハ
判ハ
ン
グ
ハ
ン
官
殿
ニ
相

同
シ
、
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
無　キ
二
甲カ

ヒ斐
一
命
ナ
レ
バ
、
ア
ハ
レ
尊タ
カ
氏ウ
ジ
ガ
寄ヨ
セ
来
レ
カ
シ
、
一

戦
ヲ
コ
ヽ
ロ
ヨ
ク
セ
ン
ト
勇イ
サ
ミ
ア
ヘ
リ
訪ト
ム
ラ
イ
尋
常
ナ
リ
。
世
上
乱
タ
ル
最
中
ナ

レ
バ
ナ
リ
。
最イ
ト
賢カ
シ
コ
キ
ニ
ヤ
。（
イ
）
母
、
正マ
サ
ツ
ラ行
ガ
ナ
ゲ
キ
、
如
レ
抄
。（
16
）

と
、足
利
軍
が
寄
せ
て
来
て
も
正
行
と
と
も
に
戦
う
こ
と
を
誓
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
理

尽
鈔
』
で
は
『
太
平
記
』
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
楠
家
の
家
臣
た
ち
の
対
応
を
中

心
に
取
り
上
げ
る
反
面
、
夫
と
父
親
の
死
を
目
の
前
に
し
て
悲
し
み
に
耐
え
な
が
ら
、

天
皇
へ
の
忠
誠
を
改
め
て
誓
う
正
成
の
妻
や
正
行
の
様
子
を
描
い
た
感
動
的
な
場
面

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。『
理
尽
鈔
』
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
正
行
へ
の
遺
訓
だ
け
で

は
な
く
、
生
前
に
お
い
て
正
成
の
普
段
の
言
動
を
学
習
し
て
い
た
家
臣
た
ち
の
姿
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、『
理
尽
鈔
』
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
『
太
平
記
』
と
は
異
な
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
創
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
傍
線
部
（
ア
）
で
示
し
た
正
成
の
妻
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と
正
行
に
対
す
る
直
義
の
評
価
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
直
義
は
正
成
の
妻
や
正
行

に
つ
い
て
、
女
性
と
幼
児
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
を
見
せ
れ
ば
た
だ
嘆
く
ば
か
り
で

あ
ろ
う
と
侮
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
正
行
は
父
の
死
を
悲
し

む
孝
子
と
し
て
、
正
成
の
妻
は
正
成
の
遺
訓
を
息
子
に
教
訓
す
る
賢
母
と
し
て
形
象

化
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
傍
線
部
（
イ
）
の
よ
う
に
、
た
だ
悲
嘆
に
暮
れ
る

姿
が
描
か
れ
る
だ
け
で
、
孝
子
と
賢
母
と
し
て
の
記
述
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て
正
成
の
妻
の
良
妻
賢
母
ぶ
り
が
省
略
さ
れ

た
こ
と
は
『
理
尽
鈔
』
の
女
性
観
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
理
尽
鈔
』
巻

十
六
の
「
正
成
桜サ
ク
ラ
イ井
ニ
テ
正
行
ニ
遺ユ
イ
ゴ
ン言
ノ
事
」
で
は
、
北
朝
方
の
足
利
尊
氏
と
の
戦

い
を
前
に
し
た
正
成
は
、
湊
川
に
向
う
途
中
、
こ
れ
が
最
期
の
戦
い
と
な
る
こ
と
を

予
感
し
、
息
子
正
行
を
桜
井
駅
に
呼
ん
で
庭
訓
を
遺
し
、
父
の
死
後
に
も
力
強
く
成

長
し
て
天
皇
へ
の
忠
義
を
守
る
こ
と
こ
そ
親
へ
の
孝
行
で
あ
る
と
訓
戒
し
て
い
る

が
、
こ
の
中
で
は
、「
汝
ナ
ン
チカ
長
チ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
生
ナ
ラ
ン
マ
テ
ハ
、
諸
事
和ワ

ダ田
殿
恩ヲ
ン
チ地
殿
矢ヤ

ヲ尾
殿
ヲ

以
テ
父
ト
思
ヒ
、
毎マ
イ
ジ事
母
ニ
談
タ
ン
スル
事
ナ
カ
レ
。
女
ニ
ヨ
シ
ヤ
ウ
性
ハ
愚
ヲ
ロ
カナ
ル
物モ
ノ
ゾ
カ
シ
。」（
17
）
と
、

母
の
忠
告
を
盲
信
し
な
い
よ
う
遺
訓
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
理
尽
鈔
』
に
お

け
る
正
成
は
女
性
を
愚
か
な
存
在
と
し
、
む
し
ろ
母
に
相
談
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ

う
告
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
太
平
記
』
本
文
に
も
見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
り
、
同

じ
く
太
平
記
評
判
の
一
種
で
あ
る
『
太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
鈔
』
に
も
、
ま
た

徳
川
光
圀
が
『
大
日
本
史
』
の
編
集
を
行
う
に
あ
た
っ
て
修
史
の
助
け
と
す
る
た
め

に
今
井
弘
済
に
命
じ
完
成
さ
せ
た
『
参
考
太
平
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
正
行
の
母
の
位
置
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
で
あ
る

と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
正
成
が
正
行
に
母
で
は
な
く
和
田
、
矢
尾
、
恩
地
な
ど
の
部

下
た
ち
に
す
べ
て
の
こ
と
を
相
談
す
る
べ
き
と
遺
訓
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
成
と

部
下
た
ち
の
信
頼
関
係
の
堅
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来

る
。『

理
尽
鈔
』
で
は
、『
太
平
記
』
で
正
成
の
妻
が
行
っ
て
い
た
訓
戒
も
正
成
が
代
わ

り
に
行
っ
て
い
る
。

正
行
申
ケ
ル
ハ
父
ニ
離ハ
ナ
レ

参マ
イ
ラ

セ
テ
河
内
ヱ
ハ
カ
ヘ
ル
マ
ジ
。
是ゼ

ヒ非
共ト
モ
軍
ノ
御

供
仕
候
ト
申
ケ
レ
バ
、
正
成
大
ニ
諫
テ
云
、
良ヤ
ヽ
汝
ヲ
留ト

メ
置ヲ
ク
事
ハ
不
便
也
ト
計

ニ
ハ
非
ズ
。
君キ
ミ
ノ
御
為タ
メ
ナ
ル
ゾ
。
此　レ
程ホ
ド
ノ

事
聞キ
ヽ
入
ス
ン
バ
最イ
ト

愚ヲ
ロ
カ

也
。
君キ
ミ
ノ
御

用
ニ
モ
難　シ
レ
立タ
チ
後
ニ
ハ
降コ
ウ
サ
ン参
不フ

ギ義
ノ
心
ヲ
ヤ
可　シ
レ
持モ
ツ
ナ
ン
ト
、
或ア
ル
イ

ハ
イ
カ
リ
、

或ア
ル
イ
ハ
和ク
ワ
シ
テ
申
ケ
レ
バ
、
正
行
幼ヲ
サ
ナ
キ
心
ニ
モ
是
ヲ
聞キ
ヽ
入
ケ
ル
ガ
、
去サ
ラ
バ
仰
ニ

随シ
タ
ガ
ハ

ン
ト
ゾ
申
ケ
リ
。
父チ
ヽ
大
ニ
喜ヨ
ロ
コ

ビ
祖ソ

ブ父
正
晴ハ
ル
ヨ
リ
持モ
チ
キ来
タ
ル
刀カ
タ
ナ

也
。
我ワ
レ

今イ
マ
マ
デ
身
ヲ
ハ
ナ
サ
デ
持
シ
ゾ
我ワ
レ
ヲ
コ
イ
敷シ

ト
思
ハ
ン
時
ハ
、
是
見
給タ
マ
ヘ
ト
テ

遣
シ
ヌ
。（
18
）

傍
線
部
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
正
成
が
河
内
に
帰
ろ
う
と
し
な
い
正
行
に
対
し
て

直
接
彼
を
諌
め
て
河
内
に
帰
す
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
実
は
こ
れ
は
『
太

平
記
』
で
は
正
成
の
死
後
、
正
成
の
首
が
送
ら
れ
て
来
た
時
に
、
菊
水
の
刀
で
自
害

し
よ
う
と
す
る
正
行
に
対
し
て
正
成
の
妻
が
父
の
遺
訓
と
し
て
話
し
た
内
容
と
同
一

で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
太
平
記
』に
は
存
在
し
な
い
こ
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
正
行
に
父
の
遺
訓
を
教
え
諭
す
良
妻
賢
母
と
し
て
の
正

成
の
妻
を
設
定
す
る
こ
と
は
不
要
に
な
る
。
そ
し
て
、『
太
平
記
』
で
は
正
行
が
父

の
形
見
の
菊
水
の
刀
で
自
害
を
試
み
る
が
、
こ
の
場
面
で
は
、
代
わ
り
に
正
成
が
祖

父
の
正
晴
よ
り
受
け
継
い
だ
刀
を
渡
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
正
成
の
妻
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
た
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
理

尽
鈔
』
の
女
性
軽
視
の
態
度
に
起
因
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、こ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
理

尽
鈔
』
全
体
を
通
し
て
貫
い
て
い
る
。『
太
平
記
』
巻
一
「
頼ヨ
リ
カ
ズ員
回
カ
ヘ
リ

忠
チ
ユ
ウ
ノ

事
」
に

は
左
近
蔵
人
頼
員
の
妻
が
登
場
す
る
が
、
後
醍
醐
天
皇
よ
り
謀
叛
へ
の
協
力
を
頼
ま

れ
た
頼
員
が
妻
に
そ
の
こ
と
を
洩
ら
し
た
と
こ
ろ
、
妻
は
父
斎
藤
利
行
に
こ
の
事
実

を
告
げ
、
利
行
に
説
得
さ
れ
た
頼
員
は
結
果
的
に
翻
意
す
る
。『
太
平
記
』
で
は
頼

員
の
妻
に
対
し
て
、

彼カ
ノ
ニ
ヨ女
生シ
ヤ
ウ
心
ノ
賢
キ
者
也
ケ
レ
バ
、
夙ツ
ト
ニ
ヲ
キ
テ
、
ツ
ク
〴
〵
ト
此コ
ノ
事
ヲ
思
フ
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ニ
、
君
ノ
御ゴ
ム
ホ
ン
コ
ト

謀
叛
事
ナ
ラ
ズ
バ
、
憑タ
ノ
ミ

タ
ル
男オ
ト
コ

忽タ
チ
マ
チ

ニ
誅
セ
ラ
ル
ベ
シ
。
若モ
シ

又
武
家
亡ホ
ロ
ビ
ナ
バ
、
我ワ
ガ
親
類
誰
カ
ハ
一
人
モ
残
ル
ベ
キ
。
サ
ラ
バ
是コ
レ
ヲ
父
利ト
シ
行ユ
キ

ニ
語カ
タ
ツ
テ
、
左サ
コ
ン近
蔵ク
ラ
ウ
ド人
ヲ
回カ
ヘ
リ
忠チ
ユ
ウ
ノ
者
ニ
成
シ
、
是コ
レ
ヲ
モ
助
ケ
、
親
類
ヲ
モ
扶タ
ス

ケ
バ
ヤ
ト
思オ
モ
ウ

テ
、
急
ギ
父
ガ
許モ
ト
ニ
行ユ
キ
、
忍シ
ノ
ビ

ヤ
カ
ニ
此コ
ノ
事
ヲ
有ア
リ
ノ
侭マ
マ
ニ
ゾ
語

リ
ケ
ル
。（
19
）

と
、
頼
員
を
寝
返
ら
せ
た
行
為
が
夫
と
親
類
、
両
方
の
立
場
の
間
で
板
挟
み
と
な
っ

た
結
果
の
哀
れ
な
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
箇
所
の

『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
は
、
頼
員
の
妻
の
行
動
に
つ
い
て
、「
又
女
。
父チ
ヽ
ニ
語
リ
シ
ハ

最イ
ト
賢カ
シ
コ
シ
。
父
ノ
為タ
メ
ニ
ハ
孝カ
ウ
有
テ
。
為　ニ
レ
男ヲ
ノ
コ
ノ
ニ
忠
有
リ
シ
也
。」（
20
）と
、忠
孝
に
適
っ

て
い
る
と
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
も
の
の
、
妻
に
後
醍
醐
天
皇
の
謀
叛
の
こ
と
を

語
っ
た
頼
員
の
言
動
に
対
し
て
は
厳
し
い
批
判
が
向
け
ら
れ
る
。

○
評
云
、
往ソ
ノ
カ
ミ古
ノ
人
ハ
女
ニ
不　ス
レ
戯タ
ハ
ブ
レ
ト
コ
ソ
聞キ
コ
ヘ
シ
。
況イ
ハ
ン
ヤ
大
事
ヲ
前マ
エ
ニ

当ア
テ

ナ
ガ
ラ
、
何ナ
ン
ゾ
女
ニ
戯タ
ハ
ブ
レ
ン
ヤ
。
是コ
レ
一
ツ
。
大
事
ヲ
女
ニ
語カ
タ
ル
是
二
ツ
。
女
ハ

六
波ハ

羅ラ
ノ

奉ブ
ギ
ヤ
ウ行
ノ
息
女
ナ
レ
バ
敵カ
タ
キ
也
。（
21
）

と
、
そ
の
批
判
は
大
事
を
前
に
し
て
妻
と
戯
れ
、
信
用
す
べ
き
で
は
な
い
女
性
と
い

う
存
在
に
謀
叛
を
語
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
○
評
云
、

男ナ
ン
シ子
ノ
佞
ス
ラ
為
　
タ
メ
ニ

二
政　　
　
ノ道

一
寇ア
ダ
ナ
リ
。
況
ヤ
女
ヲ
ヤ
、
是コ
レ
傾ケ
イ
コ
ク国
ノ
端ハ
シ
也
ト
云
云
。」（
22
）

と
、
大
事
を
企
図
す
る
男
性
は
常
に
女
色
を
警
戒
す
る
べ
き
で
あ
る
と
、
武
士
の
行

動
指
針
と
い
う
次
元
か
ら
頼
員
の
言
動
を
評
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、『
理
尽
鈔
』
に
は
『
太
平
記
』
に
お
け
る
女
性
に
対
し
て
賞
賛
す

る
内
容
を
省
略
（
23
）、
ま
た
は
簡
略
化
し
た
り
（
24
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
難
し
た

り
す
る
な
ど
（
25
）、
全
体
的
に
女
性
に
対
し
て
は
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
女
性
軽
視
の
傾
向
は
楠
正
成
の
妻
に
対
し
て
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
武
士
相
手
の
講
釈
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
『
理
尽
鈔
』
の
性

格
に
も
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
兵
法
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
『
理
尽
鈔
』
は
男
性

向
け
の
合
戦
談
と
し
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
女
性
な
る
も
の
の
存
在
が
合

戦
談
の
中
で
は
付
随
的
か
つ
周
縁
的
に
し
か
見
ら
れ
て
い
な
い
従
属
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
正
成
の
妻
の
情
緒
性
豊
か
な
描
写
は
省
略
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
．
仮
名
草
子
女
訓
書
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
―
『
本
朝
女
鑑
』

『
理
尽
鈔
』
で
は
正
成
の
妻
が
正
行
に
父
の
遺
訓
を
教
え
諭
す
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
省
略
さ
れ
、
代
わ
り
に
足
利
直
義
と
楠
家
の
家
臣
間
の
戦
中
の
駆
け
引
き
に
改

変
さ
れ
て
い
た
が
、
一
方
正
成
の
妻
の
良
妻
賢
母
像
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
強
調
し

て
い
る
作
品
も
近
世
の
早
い
時
期
か
ら
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
仮
名
草
子

の
女
訓
書
で
あ
る
『
本
朝
女
鑑
』（
十
二
巻
、浅
井
了
意
作
（
26
）、寛
文
元
（
一
六
六
一
）

年
）
で
あ
る
。『
本
朝
女
鑑
』
は
中
国
の
女
訓
書
に
倣
っ
て
日
本
の
賢
婦
・
節
婦
の

説
話
を
集
め
て
教
訓
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

仮
名
草
子
は
江
戸
時
代
初
期
に
現
れ
た
啓
蒙
・
教
訓
的
読
み
物
で
、
民
衆
教
化
の

た
め
の
幕
府
に
よ
る
儒
教
の
推
奨
と
相
ま
っ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
仮
名
草
子
の
女

訓
物
は
そ
の
中
で
も
女
性
を
対
象
と
し
た
儒
教
的
教
訓
書
で
、
近
世
初
期
に
は
「
女

訓
書
」
と
総
称
さ
れ
る
仮
名
草
子
類
が
夥
し
く
出
回
っ
て
い
る
（
27
）。
こ
の
よ
う
な

女
訓
書
は
最
初
は
中
国
の
説
話
に
拠
っ
た
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
日
本

の
古
典
に
例
を
求
め
た
も
の
が
出
現
す
る
。
そ
れ
が
『
女
郎
花
物
語
』・『
本
朝
女
鑑
』・

『
和
漢
／
賢
女
物
語
』
な
ど
で
あ
る
。

特
に
、『
本
朝
女
鑑
』
は
教
訓
を
主
と
し
な
が
ら
も
歴
史
物
語
に
登
場
す
る
女
性

を
モ
デ
ル
に
し
て
、
原
話
に
よ
り
物
語
性
を
加
味
し
て
、
読
み
手
に
感
動
を
与
え
る

も
の
と
し
て
加
工
し
て
い
る
（
28
）。
そ
れ
は
女
子
の
た
め
の
教
訓
書
で
あ
る
と
し
て

も
、
仮
名
草
子
と
い
う
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
物
語
性
を
取
り
入
れ
た
楽
し
さ
・
面
白
さ
を
追
求
す
る
こ
と
は
教
訓
と
し
て

の
仮
名
草
子
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
29
）。
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『
本
朝
女
鑑
』
の
特
徴
は
単
純
に
既
存
の
説
話
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
原

典
に
は
姿
を
見
せ
な
い
新
た
な
人
物
の
登
場
や
主
人
公
の
設
定
、
原
典
の
内
容
の
改

変
な
ど
、
作
者
の
作
意
が
反
映
さ
れ
た
創
作
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
（
30
）。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
軍
記
物
語
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
が
多
数
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、『
太
平
記
』
か
ら
も
正
成
の
妻
「
楠
帯
刀
母
」
を
含
め
十

数
名
の
女
性
が
登
場
し
て
い
る
（
31
）。

『
本
朝
女
鑑
』
に
お
け
る
「
楠
帯
刀
母
」
の
内
容
は
『
太
平
記
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
、

『
太
平
記
』
巻
十
六
「
正
成
首
送
故
郷
事
」
を
そ
の
ま
ま
要
約
し
た
形
に
な
っ
て
お

り
（
32
）、
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
改
変
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
や
や
長
い
が
次

に
全
文
を
挙
げ
る
。

楠く
す
の
き

正ま
さ
し
げ成
が
妻つ
ま
は
、
帯た
て
は
き刀
正ま
さ
つ
ら行
が
母は
ゝ
な
り
。
正ま
さ
し
げ成
は
兵ひ
や
う
ご庫
の
湊み
な
と
が
ハ川
に
し
て

う
た
れ
ぬ
。
こ
の
た
び
を
い
く
さ
の
さ
い
ご
と
思
ひ
け
れ
ば
、
子し
そ
く息
た
て
は

き
十
一
歳さ
い
に
な
り
け
る
を
、
桜さ
く
ら
ゐ井
の
宿し
ゆ
く
よ
り
こ
き
や
う
に
か
へ
し
け
り
。
は

た
し
て
正ま
さ
成し
げ
う
ち
死じ

し
け
れ
ば
、
尊た
か
氏う
じ
そ
の
首く
び
を
こ
き
や
う
に
を
く
り
つ
か

は
さ
れ
た
り
。
妻さ
い
し子
郎ら
う

従じ
う
こ
れ
を
み
て
、
判は
ん
ぐ
は
ん官
の
兵ひ
や
う
ご庫
に
お
も
む
き
し
時
、

さ
ま
〴
〵
申
を
き
け
る
事
ど
も
、
今
度
の
合が
せ
ん戦
に
う
ち
死じ
に
す
べ
し
と
思
ひ
、
さ

だ
め
し
ゆ
へ
な
れ
ば
、
か
ね
て
思
ひ
ま
う
け
し
事
な
れ
ど
も
、
か
た
ち
を
み
れ

ば
、
目
ふ
さ
が
り
色い
ろ
変へ
ん
じ
て
、
替か
ハ
り
は
て
た
る
首く
び
を
み
る
に
、
胸む
ね
も
だ
え
心
く

ら
み
て
涙な
ミ
だ
の
色い
ろ
も
か
は
る
斗
也
。
帯た
て
ハ
き刀
今
年
十
一
歳さ
い
ち
ゝ
が
首
の
生
た
り
し

時
に
も
似
ず
、
か
わ
れ
る
あ
り
さ
ま
、
は
ゝ
が
歎な
げ
き
の
せ
ん
か
た
な
げ
な
る
を
、

流
る
ゝ
な
み
だ
を
そ
で
に
を
さ
へ
て
、
持ぢ

仏ぶ
つ
だ
う堂
の
方か
た
へ
行ゆ
き
け
る
を
、
母ハ
ヽ
あ
や
し

み
て
行
て
み
れ
ば
、
ち
ゝ
が
か
た
み
に
と
ゞ
め
を
き
し
、
き
く
す
い
の
か
た
な

を
ぬ
ぎ
も
ち
、
は
か
ま
の
こ
し
を
を
し
さ
げ
て
、
自じ
が
い害
を
せ
ん
と
す
。
母
は
し

り
よ
り
て
、
正ま
さ
つ
ら行
に
と
り
つ
き
、
涙
と
と
も
に
申
け
る
は
、
栴せ
ん
だ
ん檀
ハ
二ふ
た
ば葉
よ
り

芳か
う
ば
し
く
、
頻び
ん
が伽
の
鳥と
り
は
卵か
ひ
ご
よ
り
諸し
よ
て
う鳥
に
す
ぐ
る
ゝ
と
い
へ
り
。
な
ん
ぢ
お

さ
な
く
と
も
ち
ゝ
が
子こ

な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
り
に
は
ま
よ
ふ
べ
し
や
。
こ
心
に

も
よ
く
〳
〵
事
の
や
う
を
お
も
ふ
て
み
よ
か
し
。
ご
は
ん
ぐ
は
ん
ど
の
ひ
や
う

ご
へ
む
か
は
れ
し
時
に
、
な
ん
ぢ
を
さ
く
ら
ゐ
よ
り
か
へ
し
と
ゞ
め
ら
れ
た
る

事
は
、
あ
と
を
と
ぶ
ら
は
れ
ん
た
め
に
も
あ
ら
ず
、
は
ら
を
き
れ
と
い
ふ
事
に

も
あ
ら
ず
、
正ま
さ
し
げ成
う
ん
め
い
つ
き
て
う
ち
死じ

に
す
と
も
、
主
上
い
づ
か
た
に
も

お
は
し
ま
す
と
う
け
た
ま
は
ら
ば
、
死し
に
の
こ
り
た
ら
ん
一
族
ら
う
ど
う
ど
も
を

ふ
ち
し
を
き
、
い
く
さ
を
お
こ
し
て
う
て
き
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
、
二
た
び
主
上
を

御
代
に
も
た
ち
ま
い
ら
せ
よ
と
、
ゆ
い
ご
ん
せ
し
を
き
ゝ
て
、
み
づ
か
ら
に
も

か
た
り
し
も
の
が
、い
つ
の
ほ
ど
に
わ
す
れ
て
侍
る
へ
ぞ
。
さ
や
う
な
ら
ば
ち
ゝ

が
名
を
う
し
な
ひ
、
君
の
御
よ
う
に
も
た
つ
べ
か
ら
ず
と
い
さ
め
と
ゞ
め
、
か

た
な
を
う
ば
ひ
と
れ
ば
、
ま
さ
つ
ら
は
礼ら
い
ば
ん盤
の
う
へ
よ
り
な
き
た
を
れ
、
は
ゝ

と
と
も
に
ぞ
な
げ
き
け
る
。
そ
の
ゝ
ち
よ
り
、ま
さ
つ
ら
ち
ゝ
が
ゆ
い
ご
ん
は
ゝ

の
け
う
く
ん
こ
ゝ
ろ
に
染そ
め
、
き
も
に
め
い
じ
、
は
か
な
き
手
ず
さ
び
わ
ら
は
べ

の
た
は
ぶ
れ
に
も
、
て
う
て
き
を
せ
め
ふ
せ
、
う
ち
と
る
ま
ね
よ
り
ほ
か
は
せ

ず
。
は
ゝ
か
い
〴
〵
し
く
そ
だ
て
あ
げ
、
一
族
わ
か
た
う
に
も
ね
ん
ご
ろ
に
ふ

ち
し
、
ま
さ
つ
ら
つ
ゐ
に
う
つ
て
出
つ
ゝ
、
ち
ゝ
に
か
は
ら
ぬ
武
略
を
な
し
、

名
を
天
下
に
し
て
、
ま
さ
つ
ら
を
う
み
け
ん
、
さ
い
ち
け
い
さ
く
の
た
く
ま
し

き
事
、
世
も
つ
て
ま
れ
な
る
女
性
か
な
と
、
時
の
人
は
申
け
る
と
な
り
。（
33
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
原
典
の
『
太
平
記
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
浅
井

了
意
は
近
世
小
説
作
者
の
嚆
矢
と
も
い
わ
れ
る
人
物
で
、『
本
朝
女
鑑
』
に
お
い
て

改
変
や
創
作
を
行
い
、
極
め
て
文
芸
的
形
象
性
に
優
れ
、
読
み
物
と
し
て
頗
る
興
味

深
い
も
の
に
な
っ
た
の
は
、
彼
の
舌
耕
者
と
し
て
の
戯
作
精
神
の
発
動
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
（
34
）、「
楠
帯
刀
母
」
の
場
合
は
新
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
追
加
や
物

語
の
拡
充
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、『
太
平
記
』
の
原
典
そ
の
ま
ま
で
も
充

分
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
保
持
し
て
お
り
、
す
で
に
良
妻
賢
母
の
「
婦
徳
」
を
強
調
し
た

女
訓
と
し
て
、
一
つ
の
独
立
し
た
物
語
と
し
て
完
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

は
女
性
に
教
訓
を
教
え
示
す
と
い
う
『
本
朝
女
鑑
』
の
本
来
の
目
的
に
符
合
し
た
形
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で
、「
太
平
記
読
み
」
な
ど
を
通
し
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
「
正
行
の
母
」
に
改

め
て
改
変
を
施
す
よ
り
は
物
語
の
簡
略
化
を
通
し
て
効
率
的
な
教
訓
の
伝
達
を
図
っ

た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
本
朝
女
鑑
』
巻
六
「
節
義
下
」
に
は
七
編
の
『
太
平
記
』
所
拠
の
章
が
並
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
章
は
改
変
部
分
が
少
な
く
原
典
に
忠
実
で
あ
る
。
濱
田
啓
介

氏
は
こ
れ
に
対
し
て
、
作
者
が
か
な
り
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
、
次
々
に
『
太
平
記
』

を
翻
し
て
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
拾
っ
て
当
て
は
め
て
し
ま
っ
た
結
果
、
こ
れ
ら

の
拾
い
得
ら
れ
た
女
性
た
ち
が
「
節
義
」
の
範
疇
に
あ
て
は
ま
る
と
は
言
い
得
な
い

と
い
う
（
35
）。
同
氏
の
分
析
通
り
、
こ
れ
は
た
だ
「
節
義
」
の
項
に
必
要
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
取
り
揃
え
る
た
め
に
『
太
平
記
』
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
を
拾
い
集
め
た
か
も

し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
創
作
の
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
教
訓
を
主
眼
に
す
る
女
訓
書
と
い
う
『
本
朝
女
鑑
』
の
性
質
を
念

頭
に
お
い
て
全
編
を
俯
瞰
し
て
、
そ
の
統
一
性
を
考
慮
し
て
み
る
と
、『
太
平
記
』

の
女
性
た
ち
が
原
典
そ
の
ま
ま
選
ば
れ
た
意
義
は
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
作
者
了
意
は
『
本
朝
女
鑑
』
に
お
い
て
虚
構
の
創
作
を
通
し
て
作
意
を
表
す
と

と
も
に
、
原
典
に
依
拠
し
た
内
容
を
自
ら
の
文
章
で
簡
略
化
し
、
啓
蒙
的
教
訓
を
伝

え
る
意
図
を
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
楠
帯
刀
母
」
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
啓
蒙
・
教
訓
を
主
に
す
る
中
で
も
、

作
者
の
作
意
を
読
み
取
れ
る
改
変
の
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
物
語
の
末
尾
の
傍
線

部
に
「
は
ゝ
か
い
〴
〵
し
く
そ
だ
て
あ
げ
、
一
族
わ
か
た
う
に
も
ね
ん
ご
ろ
に
ふ
ち

し
、
ま
さ
つ
ら
つ
ゐ
に
う
つ
て
出
つ
ゝ
、
ち
ゝ
に
か
は
ら
ぬ
武
略
を
な
し
、
名
を
天

下
に
し
て
、
ま
さ
つ
ら
を
う
み
け
ん
、
さ
い
ち
け
い
さ
く
の
た
く
ま
し
き
事
、
世
も

つ
て
ま
れ
な
る
女
性
か
な
と
、時
の
人
は
申
け
る
と
な
り
。」（
36
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
楠

帯
刀
母
」
が
そ
の
賢
母
ぶ
り
で
正
行
の
成
長
と
活
躍
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
世
間

に
評
判
が
高
か
っ
た
と
付
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
正
成
伝
説
は
近
世
初
期
か
ら
教
訓
の
題
材
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
た
が
、
正
成
の
妻
も
啓
蒙
目
的
の
女
訓
書
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
楠

正
成
・
正
行
父
子
の
忠
孝
の
物
語
に
、
夫
を
扶
助
し
息
子
を
教
諭
す
る
良
妻
賢
母
の

物
語
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
道
徳
上
の
理
想
と
も
い
う
べ
き
家
の
モ
デ
ル
が
完
成

す
る
。
す
な
わ
ち
、
正
成
・
正
行
父
子
を
模
範
に
す
る
武
家
家
訓
に
、
正
成
の
妻
を

理
想
と
す
る
女
訓
書
が
一
体
に
な
っ
て
、
天
皇
へ
の
忠
を
支
え
た
家
族
の
物
語
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

五
．
時
代
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
像

　
　
　
　

―
『
吉
野
都
女
楠
』
と
『
南
北
軍
問
答
』

近
松
門
左
衛
門
の
『
吉
野
都
女
楠
』（
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
）
竹
本
座
初
演
、

以
下
『
吉
野
都
』
と
略
）
は
『
太
平
記
』
を
世
界
と
し
た
時
代
浄
瑠
璃
で
、
ま
ず
そ

の
題
名
中
の
「
吉
野
都
」
と
「
女
楠
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
吉
野
を
本
拠
と
し
た
南

朝
を
背
景
に
「
女
楠
」
の
活
躍
を
中
心
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
題
名
の
「
女
楠
」
か
ら
は
正
成
の
妻
が
想
像
さ
れ
る
が
、
物
語
の

構
成
は
楠
正
成
や
息
子
の
楠
正
行
の
活
躍
と
、
新
田
義
貞
と
小
山
田
高
家
に
関
わ
る

物
語
と
の
、
二
つ
の
筋
合
が
巧
に
編
み
合
わ
せ
ら
れ
て
、
楠
の
妻
の
「
菊
水
」
が
登

場
す
る
の
は
第
四
段
目
で
息
子
正
行
に
訓
戒
す
る
場
面
に
限
ら
れ
て
お
り
、
作
品
の

中
で
そ
の
比
重
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
松
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
題
名
に
「
女
楠
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
当
時
「
女
○
○
」
と
い
う
呼
び
方
が
演
劇
界

に
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
頃
か
ら
歌
舞
伎

界
で
は
女
方
に
よ
る
武
道
物
が
流
行
し
（
37
）、
外
題
名
に
「
女
」
の
文
字
を
冠
し
た

も
の
が
し
ば
し
ば
興
行
さ
れ
て
い
る
（
38
）。
土
佐
浄
瑠
璃
に
も
「
女
鎌
足
」
や
「
女

影
清
」
の
よ
う
な
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
女
」
を
冠
す
る
浄
瑠

璃
の
特
徴
の
一
つ
は
女
性
の
武
勇
を
見
せ
場
と
す
る
と
こ
と
に
あ
る
。
天
和
・
貞
享

頃
の
「
四
天
王
女
大
力
手
捕
車
」「
大
力
女
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
浄
瑠
璃
に
も

そ
の
系
譜
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
39
）。
近
松
の
場
合
も
浄
瑠
璃
『
平
家

女
護
嶋
』（
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
八
月
）
に
「
女
／
牛
若
俊
寛
」
と
い
う
角
書
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の
つ
い
た
正
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
40
）、「
女
楠
」
も
浄
瑠
璃
に
お
い
て
は
女
性
の

武
勇
を
見
せ
場
と
す
る
浄
瑠
璃
の
系
譜
と
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
女
武
道
物
と
の
関
連

の
上
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
的
に
「
女
○
」
と
言
え
ば
、「
○
の
よ
う
な
女
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
女
楠
」
は
「
楠
の
よ
う
な
女
」
と
い
う
意
味
を
包
含
し

て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
女
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た

め
に
は
、「
楠
」
が
持
つ
意
味
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
楠

正
成
は
『
太
平
記
』
に
お
い
て
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
て
朝
敵
を
滅
ぼ
さ
ん
と
の
誓
い

を
立
て
た
忠
臣
と
し
て
、
ま
た
優
れ
た
智
謀
と
機
略
を
用
い
て
活
躍
す
る
ヒ
ー
ロ
ー

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
女
楠
」
は
忠
臣
や
知
略
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
楠
正
成
の
よ
う
に
智
略
を
働
か
せ
る
、
も
し
く
は
主
の
た
め
に
「
忠
」
を
尽
く
す

女
性
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、『
吉
野
都
』
に
お
け
る
「
女
楠
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
前
に
、『
吉
野
都
』
の
刊
行
以
前
に
「
女
楠
」
が
「
楠

の
よ
う
な
知
略
を
働
か
せ
る
女
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
を
一
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

江
島
其
磧
作
、宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
刊
行
の
『
風
流
曲
三
味
線
』
の
巻
三
の
三
「
床

の
軍
法
女
楠
両
大
臣
金
の
力
く
ら
べ
松
を
引
ぬ
く
堺
の
兵
」
で
は
、
か
つ
ら
ぎ
と
い

う
女
郎
が
知
謀
を
活
か
し
て
太
鼓
持
の
腎
力
を
弱
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場

す
る
が
、こ
こ
で
か
つ
ら
ぎ
は
「
さ
り
と
は
楠
ま
さ
り
の
女
郎
」
と
評
さ
れ
、「
女
楠
」

は
正
成
の
よ
う
に
智
恵
を
働
か
せ
る
女
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
の
知
略
と
言
え
ば
楠
正
成
と
い
う
認
識
が
広
く
流
布
し
て
い

た
中
で
、
遊
女
の
手
練
手
管
を
正
成
の
智
略
に
喩
え
、
好
色
的
な
場
面
と
楠
正
成
の

智
略
と
を
結
び
付
け
た
滑
稽
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
例
か
ら
み
て
も
、「
女
楠
」
と
い
う
言
葉
は
広
い
意
味
に
通
用
さ
れ
て
き
た
可
能

性
が
あ
る
。

『
吉
野
都
』
に
お
い
て
も
「
女
楠
」
と
い
う
題
名
が
、
正
成
の
妻
「
菊
水
」
に
限

ら
ず
、『
吉
野
都
』
に
登
場
す
る
他
の
女
性
た
ち
、
す
な
わ
ち
節
操
を
守
り
ぬ
く
新

田
義
貞
の
妻
勾
当
内
侍
や
夫
の
忠
孝
を
助
け
る
た
め
に
麦
を
盗
ん
だ
小
山
田
太
郎
高

家
の
妻
な
ど
を
含
ん
だ
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
「
女
楠
」
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
本
論
で
は
、
歌
舞
伎
の
「
女
楠
物
」（
41
）
に
繋
が
る
先
駆
け
と
し
て
、「
正

成
の
妻
」
と
い
う
狭
義
の
「
女
楠
」
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
吉
野
都
』
で
は
、
そ
の
第
四
段
目
で
、
楠
正
成
が
討
死
か
ら
百
日
の
忌
が
明
け

た
後
、
十
一
才
の
楠
正
行
は
父
の
敵
で
あ
る
足
利
尊
氏
を
討
つ
た
め
に
、
無
断
で
館

を
抜
け
て
天
神
の
森
に
向
か
う
こ
と
を
決
心
す
る
場
面
で
「
女
楠
」
の
活
躍
が
描
か

れ
る
。あ

づ
さ
（
梓
）
弓
光く
は
う
ゐ
ん陰
矢
の
ご
と
く
楠
正
成
が
百
ケ
日
た
つ
（
経
・
立
）
や
、

其
名
も
忘
れ
が
た
み
（
難
・
形
見
）
の
一
子
帯た
て
わ
き刀
十
一
才
、父
が
さ
い
ご
（
最
期
）

の
無
念
さ
の
胸む
ね
に
と
ゞ
ま
り
ほ
ね
（
骨
）
に
し
み
、
を
さ
な
（
幼
）
心
に
只
一

き
（
騎
）
と
ふ
ら
（
弔
）
ひ
軍
思
ひ
立
、（
中
略
）
か
つ
し
〳
〵
と
お
ゆ
ま
せ
て
、

神
の
昔
も
念
力
の
示じ
げ
ん現
は
今
も
あ
ら（
有
・
荒
）人
神
天
神
の
森
に
ぞ
着
に
け
る
。

あ
ら
ふ
し
ぎ
（
不
思
議
）
や
う
し
ろ
（
後
）
の
か
た
（
方
）
に
女
の
こ
ゑ
（
声
）、

ま
て
よ
〳
〵
と
よ
（
呼
）
び
か
け
た
り
、
何
者
や
ら
ん
と
ふ
り
か
へ
れ
ば
、

（
ア
）
き
ぬ
（
衣
）
引
か
ら
げ
こ
し
（
腰
）
刀
長
刀
か
い
こ
み
追
か
く
る
は
母
上
也
。

な
む
（
南
無
）
三
ば
う
（
宝
）、
我
を
と
ゞ
め
ん
為
也
と
一
む
ち
（
鞭
）
く
れ

て
か
け
（
駆
）
さ
す
る
。（
イ
）
息
を
は
か
り
に
走
り
付
く
ら
（
鞍
）
の
し
ほ
（
四

方
）
手
を
む
ず
と
取
、
と
め
て
も
引
て
も
か
け
（
駆
）、
馬
の
二
三
十
間
引
ず

ら
れ
、
や
れ
物
が
つ
（
憑
）
い
た
か
。
帯
刀
母
に
も
し
（
知
）
ら
せ
ず
、
い
づ

く
へ
行
ぞ
。
正
つ
ら
（
行
）、
母
は
息
き
れ
し
（
死
）
ぬ
る
を
も
か
ま
は
ぬ
か
。

馬
を
と
（
止
）
め
ぬ
か
せ
が
れ
（
倅
）
め
と
、
さ
け
び
給
へ
ば
正
つ
ら
（
行
）

馬
よ
り
と
ん
で
お
り
、
土
に
手
を
つ
き
か
う
べ
（
頭
）
を
さ
げ
、
父
の
い
（
忌
）

み
の
明
候
へ
ば
と
ふ
ら
（
弔
）
ひ
軍
仕
り
、
高
氏
と
打
は
た
（
果
）
さ
ん
と
思

ひ
立
候
。
御
い
と
ま
申
さ
ぬ
段
ま
つ
ひ
ら
御
め
ん
下
さ
れ
と
さ
し
う
つ
ぶ
（
俯
）

い
て
ぞ
ゐ
た
り
け
る
。（
42
）
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正
行
は
父
の
敵
討
を
す
る
た
め
に
馬
に
乗
っ
て
天
神
の
森
に
向
か
う
が
、
跡
を
追

い
か
け
て
来
た
正
成
の
妻
は
正
行
が
乗
っ
て
い
る
馬
の
手
綱
に
す
が
り
つ
き
、
そ
の

ま
ま
馬
を
引
き
止
め
る
。
正
行
を
引
き
止
め
た
母
は
腰
刀
や
長
刀
を
身
に
つ
け
、
戦

乱
の
中
を
生
き
抜
く
べ
く
戦
う
女
性
の
姿
で
登
場
す
る
。
馬
は
そ
の
ま
ま
走
っ
て
正

成
の
妻
を
二
三
十
間
引
き
ず
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
手
綱
を
放
さ
な
い
。
こ
れ
は
ま
さ

に
剛
毅
な
大
力
女
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
正
成
の
妻
の
怪
力
は
、
物
に
驚
き

狂
い
走
る
馬
の
手
綱
を
高
下
駄
で
踏
み
留
め
た
「
近
江
の
お
兼
」
を
髣
髴
さ
せ
る
。

こ
の
「
近
江
の
お
兼
」
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
、
近
江
国
海
津
に
い
た
と
い
う
遊
女
で
、

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
「
近
江
国
遊
女
金
が
大
力
の
事
」
に
見
え
る
（
43
）。
こ
の

よ
う
に
、正
成
の
妻
を「
近
江
の
お
兼
」さ
な
が
ら
大
力
女
と
し
て
形
象
す
る
こ
と
は
、

外
題
名
に
「
女
」
を
冠
す
る
浄
瑠
璃
の
特
徴
の
一
つ
が
女
性
の
武
勇
を
見
せ
場
と
す

る
こ
と
に
影
響
を
う
け
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
だ
の
良
妻
賢
母
と
し
て
戦
う

男
性
を
背
後
か
ら
支
え
る
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
、
よ
り
積
極
的
で
剛
毅
な
女
性
像
が

描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
正
成
の
妻
は
父
正
成
の
遺
訓
を
忘
れ
た
正
行
を
諭
す
。

父
ご
ぜ
（
御
前
）
の
桜
井
よ
り
汝
を
か
へ
（
帰
）
し
給
ひ
し
時
、
お
（
生
）
ひ

さ
き
迄
の
教
訓
を
母
に
も
か
た
（
語
）
り
聞
せ
し
が
、
百
日
立
や
た
ゝ
ず
に
て

其
諫い
さ
め
を
忘
れ
し
か
。
一
族
か
た
ら
ひ
ぐ
ん（
軍
）兵
そ
ろ
へ
、菊
水
の
は
た（
旗
）

ま
つ
さ
き
（
真
先
）
に
を
し
た
て
、
古
今
ぶ
（
無
）
双
の
名
将
と
よ
ば
れ
た
る

足
利
高
氏
に
、
一
あ
み
あ
ぐ
（
倦
）
ま
せ
ん
と
は
思
は
ず
し
て
、
一
騎
武
者
の

は
た
ら
（
働
）
き
に
い
か
成
手
が
ら
（
柄
）
し
た
れ
ば
と
て
、
其
名
を
あ
ぐ
る

計
に
て
天
下
の
為
に
は
益
も
な
し
。
を
さ
な
（
幼
）
く
共
楠
正
成
が
子
六
十
州

を
お
も
に
（
重
荷
）
ゝ
持
ツ
、
大
じ
（
事
）
の
身
と
は
思
は
ぬ
か
。
う
ら
（
恨
）

め
し
や
情
け
な
や
。（
44
）

正
行
の
母
は
正
成
が
桜
井
駅
で
正
行
に
残
し
た
遺
訓
の
大
義
を
理
解
し
、
後
日
の

再
起
を
謀
る
べ
き
と
正
行
を
諭
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
太
平
記
』
巻
十
六
「
正

成
下　ゲ
二

向
カ
ウ
ノ

兵
庫　ニ
一
事
」
の
母
の
教
訓
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、

正
成
が
妻
に
も
直
接
遺
訓
を
語
っ
た
と
い
う
内
容
は
『
太
平
記
』
や
『
理
尽
鈔
』
に

は
見
当
た
ら
な
い
創
作
の
部
分
で
あ
り
、
正
成
の
妻
の
役
割
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
、『
理
尽
鈔
』
が
こ
の
場
面
を
省
略
し
て
、「
毎マ
イ
ジ事
母
ニ
談
タ
ン
スル
事
ナ
カ
レ
。

女ニ
ヨ
シ
ヤ
ウ性
ハ
愚ヲ
ロ
カ

ナ
ル
物モ
ノ
ゾ
カ
シ
。」（
45
）
と
い
い
、
母
に
相
談
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ

う
告
げ
て
い
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
正
行
の
母
は
そ
の
良
妻
賢
母
と
し
て
の
存
在
感

を
増
し
て
い
る
。

『
吉
野
都
』
は
全
編
の
内
容
が
後
醍
醐
天
皇
を
め
ぐ
る
南
朝
方
の
忠
臣
の
活
躍
を

主
に
し
て
お
り
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
近
松
の
天
皇
劇
の
一
つ
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
き
た
が
（
46
）、
外
題
の
「
女
楠
」
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
作
品
は
正
成
の
妻
や

勾
当
内
侍
・
小
田
山
高
家
の
妻
な
ど
、
一
連
の
女
性
の
活
躍
を
中
心
に
物
語
が
展
開

し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
小
田
山
高
家
の
妻
は
酒
売
り
に
や
つ
し
た
名
和
長
年

と
と
も
に
、
坊
門
清
忠
の
下
屋
敷
か
ら
後
醍
醐
天
皇
を
脱
出
さ
せ
る
。
ま
た
、
勾
当

内
侍
は
千
草
頭
中
将
と
心
を
合
わ
せ
三
種
の
神
器
を
三
輪
の
里
ま
で
運
ん
で
来
て
、

後
醍
醐
天
皇
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
正
成
の
妻
」
の
役
割
も
天
皇
劇
と
し
て
の
物
語
全
体
の
主
題
に
も

関
わ
っ
て
い
る
。
近
松
は
「
い
つ
の
世
に
か
天
皇
さ
ま
を
御
世
に
立
、
父
亡ば
う
こ
ん魂
の
本

意
を
ば
と
ぐ
（
遂
）
る
ぞ
や
。
親
の
敵
討
ん
と
て
か
ろ
〴
〵
敷
身
を
す
つ
（
捨
）
る

は
葉
侍
の
う
へ
の
こ
と
。」（
47
）
と
、
正
行
の
母
の
セ
リ
フ
を
通
し
て
天
皇
劇
と
し

て
の
本
作
品
の
大
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ
ま
り
、
近
松
は
『
吉
野
都
』
を
、
後
醍

醐
天
皇
を
中
心
と
し
た
南
朝
の
時
代
劇
と
し
て
創
り
上
げ
て
お
り
、そ
の
大
義
を
「
正

成
の
妻
」
の
口
を
借
り
て
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
松
は
「
太
平
記
読
み
」
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
節
が
あ
り
、
近
松
の
作
品
と

太
平
記
読
み
と
の
関
係
は
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
（
48
）。
近
松
の
『
大

経
師
昔
暦
』（
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
正
月
）
中
之
巻
「
岡
崎
村
の
段
」
で
は
赤
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松
梅
龍
が
「
楠
湊
川
合
戦
」
と
い
う
演
目
で
太
平
記
講
釈
を
行
う
と
い
う
設
定
が
見

ら
れ
る
。

京
ぢ
か
き
岡お
か
崎さ
き
村
に
ぶ
け
ん
し
や
（
分
限
者
）
の
下
や
し
き
（
屋
敷
）
を
ば
両

隣と
な
り
中
に
は
さ
（
挟
）
ま
る
し
よ
げ
鳥
の
牢
人
の
巣
の
と
り
ぶ
き
や
ね
（
取
葺

屋
根
）、
見
る
か
げ
ほ
そ
（
影
細
）
き
釣つ
り
あ
ん
ど
う
（
行
灯
）、
太
平
記
講か
う
し
や
く釈

赤あ
か
松
梅ば
い
り
う龍
と
し
る（
記
）せ
し
は
玉
が
た
め
に
は
伯お

ぢ父
な
が
ら
、奉
公
の
請
に
立
、

他
人
向
に
て
暮
し
け
り
。
講
釈
は
（
果
）
つ
れ
ば
、
聞
手
の
老ら
う
に
や
く
若
、
出し
ゆ
つ
け家
ま
じ

り
に
立
帰
る
。
な
ん
と
聞
事
な
講
釈
五
銭せ
ん
づ
ゝ
に
は
や
す
（
安
）
い
物
。
あ
の

梅
龍
も
も
う
七
十
で
も
有
ふ
が
、
一
り
く
つ
（
理
屈
）
あ
る
顔
付
ア
ヽ
よ
い

弁べ
ん
ぜ
つ舌
、
楠く
す
の
き
湊み
な
と
川
合か
つ
せ
ん戦
お
も
し
ろ
い
ど
う
（
胴
）
中
、
仕
方
て
講
釈
や
ら
れ

た
所
本
の
和
田
の
新し
ん
ぼ
ち
発
意
を
見
る
様
な
、
い
か
ひ
兵
で
ご
ざ
つ
た
の
い
づ
れ
も

明
晩
〳
〵
と
ち
り
〳
〵
に
こ
そ
別
れ
け
れ
。（
49
）

こ
の
「
楠
湊
川
合
戦
」
の
部
分
は
、『
太
平
記
』
の
主
眼
で
あ
り
、
土
佐
浄
瑠
璃

の
演
目
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
内
容
は
尊
氏
討
伐
の
た
め
に
摂
津
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ

て
死
を
決
し
た
正
成
が
討
死
に
よ
っ
て
四
十
三
歳
の
生
涯
を
完
結
す
る
姿
を
テ
ー
マ

に
し
て
お
り
、
楠
正
成
を
智
・
仁
・
勇
兼
備
の
名
将
と
し
て
賛
美
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

土
佐
浄
瑠
璃
の
「
楠
湊
川
合
戦
」
の
最
後
の
部
分
は
、
そ
の
原
典
は
『
太
平
記
』
巻

第
十
六
「
正
成
首
送
故
郷
事
」
に
当
た
る
も
の
の
、
実
際
に
は
ほ
ぼ
『
理
尽
鈔
』
の

記
事
を
そ
の
ま
ま
簡
略
化
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
を
講
じ
た
こ
と
も

あ
る
講
釈
師
近
松
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
素
材
を
舌
耕
文
芸
よ
り
得
た
こ
と
も
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
近
松
は
『
理
尽
鈔
』
の
記
事
の
内
容
を
す
で
に
知
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、近
松
は『
理
尽
鈔
』の
内
容
と
は
異
な
り
、

正
成
の
妻
に
正
行
を
訓
戒
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
与
え
て
い
る
。

時
代
浄
瑠
璃
で
は
勾
当
内
侍
や
小
山
田
高
家
の
妻
の
よ
う
に
、
男
性
の
た
め
に
自

己
を
犠
牲
に
す
る
女
性
が
多
く
登
場
す
る
が
、『
吉
野
都
』
で
活
躍
す
る
「
菊
水
」
は

夫
の
遺
志
を
継
ぎ
、
息
子
を
訓
戒
す
る
良
妻
賢
母
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
に
大
力
と

い
う
性
質
を
も
兼
ね
備
え
た
逞
し
い
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
乱
と
い
う
苦
難
を
生

き
抜
く
新
た
な
女
性
像
を
近
松
が
正
成
の
妻
に
付
与
し
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
大
力
女
と
い
う
趣
向
が
そ
の
ま
ま
そ
の
後
の
時
代
浄
瑠
璃
に
お
け

る
定
番
と
な
っ
た
形
跡
は
な
く
、
正
成
の
妻
の
イ
メ
ー
ジ
は
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
。

し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
何
れ
も
が
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
な
良

妻
賢
母
と
し
て
の
正
成
の
妻
の
性
質
を
基
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
西
沢
一
風
・
田
中
千
柳
の
作
で
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
初
演
の
浄
瑠
璃

『
南
北
軍
問
答
』
を
取
り
上
げ
た
い
。『
南
北
軍
問
答
』
の
三
段
目
は
楠
正
成
が
湊
川

の
合
戦
で
自
害
し
た
後
の
時
代
を
舞
台
と
し
て
、
正
成
の
妻
実
相
院
と
息
子
正
行
を

軸
と
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
、
楠
正
成
の
妻
で
あ
る
実
相
院
が
近
頃

遊
女
三
吉
野
と
の
女
遊
び
に
溺
れ
て
い
る
息
子
正
行
を
諫
め
る
た
め
に
「
泣
男
」
杉

本
佐
兵
衛
を
伴
っ
て
正
行
を
訪
れ
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。

勝
手
い
口
よ
り
口
々
に
お
袋
ふ
く
ろ
様
よ
り
の
お
使
杉
本
佐
兵
衛
と
い
ふ
侍
参
ら
れ
、

何
や
ら
直
に
申
上
た
い
と
り
く
つ
ば
つ
た
顔
つ
き
、
御
逢あ
ひ
遊
ば
す
と
立
さ
は
げ

ば
、
何
に
も
せ
よ
母
よ
り
の
御
使
、
逢あ
は
ぬ
は
不ぶ
れ
い礼
恐
れ
有
。
な
ふ
三
吉よ
し
の野
さ
び

し
く
共
ち
つ
と
の
間
女
ご
共
相
手
に
何
な
り
と
慰
ミ
、
奥
べ
〳
〵
。
佐
兵
衛
是

へ
と
い
ふ
顔
も
心
も
す
ま
ず
見
え
に
か
り
。
女
中
の
案
内
に
杉
本
佐
兵
衛
、
其

名
か
く
れ
も
泣
男
、
や
り
戸
口
に
さ
し
窺う
か
ゞ

へ
は
、
近
ふ
〳
〵
と
呼
出
す
。
は

つ
と
計
に
さ
し
う
つ
ぶ
き
先
、
涙
に
ぞ
く
れ
に
け
る
。（
50
）

こ
の
「
お
袋
様
」
と
は
正
行
の
母
、
正
成
の
妻
で
あ
る
実
相
院
で
、「
泣
男
」
杉

本
佐
兵
衛
は
ま
ず
一
人
で
三
吉
野
の
膝
を
枕
に
夢
う
つ
つ
の
正
行
の
と
こ
ろ
へ
使
者

と
し
て
参
上
し
、
正
行
に
会
い
涙
ぐ
み
つ
つ
、
近
頃
正
行
が
公
綱
よ
り
送
ら
れ
た
遊

女
三
吉
野
と
の
遊
び
に
熱
中
し
、
参
内
も
滞
っ
て
い
る
の
は
情
け
な
い
こ
と
だ
と
母

の
口
上
を
伝
え
る
。
こ
こ
で
実
相
院
が
送
り
込
ん
だ「
泣
男
」杉
本
佐
兵
衛
と
は
、『
太
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平
記
』
に
は
登
場
し
な
い
が
、「
泣
芸
」
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
楠
正
成
に

取
り
立
て
ら
れ
た
男
と
し
て
『
理
尽
鈔
』
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
杉
本
佐
兵
衛

が
申
し
上
げ
た
実
相
院
の
口
上
に
は
、

う
た
て
や
情
な
や
武
士
に
は
一
つ
の
嗜た
し
ま
み
有
。
な
ん
ぼ
う
弓
矢
に
か
し
こ
く
忠

義
の
心
深
ふ
て
も
、
色
に
迷
ふ
は
玉
に
疵き
ず
、
た
と
へ
弓
矢
に
か
し
こ
く
共
、
父

正
成
殿
に
似
て
も
つ
か
ふ
か
。
君
を
大
切せ
つ
、
天
下
太
平
と
思
ふ
共
、
父
の
忠
義

に
ま
さ
ら
ふ
か
。（
中
略
）
勅ち
よ
く
め
い命
を
請
て
其
日
よ
り
湊み
な
と
川
の
今
は
迄
、
終
に

女
と
あ
い
む
し
ろ
ふ
み
給
は
ず
、
鎧
よ
ろ
ひ
の
上
帯
と
か
ぬ
ほ
ど
心
を
つ
く
し
気
を

く
だ
き
、
御
身
を
堅か
た
ふ
な
さ
れ
て
も
ひ
ら
け
ぬ
運う
ん
は
力
な
く
、
め
さ
ま
し
軍い
く
さ

の
討
死
は
武
士
の
か
ゞ
み
と
し
ら
ざ
る
か
。
親
の
子
な
ら
ば
、
な
ぜ
親
の
ま
ね

は
せ
ぬ
。（
51
）

と
い
い
、
色
遊
び
に
溺
れ
て
い
る
正
行
に
対
し
て
、
い
く
ら
武
勇
に
優
れ
て
い
る
立

派
な
武
士
で
あ
っ
て
も
色
に
迷
っ
て
は
欠
点
に
な
る
と
、
天
皇
の
勅
命
を
請
け
て
か

ら
湊
川
で
討
死
す
る
ま
で
、
身
を
嗜
み
女
色
に
交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
父
正
成
の

忠
義
を
見
習
う
べ
き
だ
と
訓
戒
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
は
「
泣
男
」
杉
本
佐
兵
衛

は
嘆
き
な
が
ら
粘
り
強
く
正
行
を
諫
め
、
結
局
正
行
も
自
分
の
行
動
を
後
悔
し
て
涙

を
流
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
南
北
軍
問
答
』
に
お
い
て
は
、
孝
子
正
行
が
女
色
に
溺
れ
る
と

い
う
お
か
し
み
と
、
泣
男
杉
本
佐
兵
衛
が
登
場
す
る
点
が
新
し
い
構
想
と
言
え
る
が
、

実
相
院
が
息
子
正
行
の
不
埒
な
行
動
を
戒
め
る
と
い
う
構
図
自
体
は
、『
太
平
記
』

に
お
い
て
正
成
の
死
を
聞
き
、
自
害
し
よ
う
と
す
る
正
行
を
戒
め
る
正
成
の
妻
の
イ

メ
ー
ジ
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
（
52
）。

六
．
お
わ
り
に

正
成
伝
説
は
「
桜
井
駅
の
訣
別
」
や
「
湊
川
の
戦
い
」
と
い
う
舞
台
を
中
心
に
、

楠
一
族
の
忠
孝
の
物
語
を
描
い
て
い
る
が
、
近
世
期
に
お
け
る
理
想
的
な
家
の
モ
デ

ル
と
し
て
の
正
成
伝
説
の
形
成
に
は
、
戦
場
で
亡
く
な
っ
た
正
成
の
代
わ
り
に
息
子

を
訓
戒
す
る
良
妻
賢
母
と
し
て
の
「
正
成
の
妻
」
が
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
浮
上

し
て
く
る
。

『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て
は
武
士
相
手
の
講
釈
の
テ
ク
ス
ト
と
い
う
性
質
に
も
起
因

し
、
正
成
の
妻
の
役
割
は
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
こ
と
で
、

仮
名
草
子
『
本
朝
女
鑑
』
に
お
い
て
は
『
太
平
記
』
の
「
正
成
の
妻
」
像
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
だ
形
で
、
息
子
を
訓
戒
す
る
「
楠
帯
刀
母
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
代
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
『
吉
野
都
』
で
は
「
大
力
女
」
と
い
う
逞
し
い
女

性
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
た
り
、『
南
北
軍
問
答
』
で
は
女
色
に
溺
れ
る
正
行
や

泣
男
な
ど
の
新
し
い
構
想
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
良
妻
賢
母

と
し
て
の
「
正
成
の
妻
」
の
性
質
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
正
成
の
妻
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
『
太
平
記
』
か
ら
時
代
浄
瑠
璃
に

至
る
ま
で
は
、
良
妻
賢
母
と
し
て
の
性
質
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
上
に
新
た
な
趣
向

を
取
り
入
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
『
吉
野
都
女
楠
』
で
は
「
女
楠
」
と
い
う

詞
に
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
。
歌
舞
伎
に
も
「
女
楠
」
と
い
う
造
形
が
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
か
ら
、今
後
、歌
舞
伎
の
「
女
楠
物
」
に
お
け
る
「
正
成
の
妻
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注（
1
） 

若
尾
政
希
に
よ
る
と
、「
明
君
」＝
楠
正
成
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
て
い
て
、

室
鳩
巣
作
の
『
明
君
家
訓
』（
原
題
『
楠
諸
士
教
』、元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
序
）

の
原
題
は
『
楠
諸
士
教
』
で
あ
り
、「
昔
よ
り
本
朝
に
て
、
人
の
上
に
居
て
さ

る
あ
ら
ま
し
心
得
た
る
人
は
正
成
な
り
け
ん
か
し
」
と
、
家
臣
を
教
諭
す
る
最

適
任
者
と
し
て
正
成
を
認
め
て
い
た
と
い
う
（
若
尾
政
希
『「
太
平
記
読
み
」
の

時
代
』
平
凡
社
選
書
、
一
九
九
九
年
六
月
）。

（
2
） 

若
尾
政
希
氏
に
よ
る
と
、
山
鹿
素
行
は
『
山
鹿
語
類
』（
寛
文
五
（
一
六
六
五
）

年
成
立
、
正
編
四
十
三
巻
）
で
、『
理
尽
鈔
』
所
収
の
正
成
が
、
大
勢
に
難
所
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な
し
の
方
便
は
古
の
書
典
に
は
見
え
な
い
と
い
う
義
貞
の
質
問
に
答
え
て
、
自

分
は
古
の
書
典
は
知
ら
ず
、
実
は
義
経
か
ら
倣
っ
た
と
し
た
逸
話
を
引
用
し
な

が
ら
、「
案
ず
る
に
、
文
を
学
ば
ん
こ
と
は
、
是
古
を
知
て
今
の
用
に
致
さ
ん

が
為
也
。
古
を
知
て
古
き
物
語
を
云
こ
と
を
必
と
せ
ん
こ
と
は
、
彼
訓
詁
記
誦

の
学
に
し
て
人
の
学
と
云
に
非
ず
。
楠
が
心
得
尤
賢
し
と
云
べ
き
也
」
と
い
い
、

学
問
は
正
成
の
よ
う
に
、
古
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
当
代
の
現
実
に
適
用
さ
せ
る

こ
と
だ
と
い
う
（
前
掲
、
若
尾
政
希
『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』）。

（
3
） 

多
数
の
武
士
が
素
行
門
を
た
た
き
、
平
戸
藩
主
松
浦
鎮
信
、
弘
前
藩
主
津
軽
信

政
、
土
浦
藩
主
土
屋
数
直
、
烏
山
藩
主
板
倉
重
矩
、
岩
槻
藩
主
戸
田
忠
信
、
赤

穂
藩
主
浅
野
長
友
、
肥
前
大
村
藩
主
大
村
純
長
ら
諸
大
名
も
素
行
の
教
授
を
受

け
た
。
著
作
も
多
数
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
素
行
が
門
人
に
語
っ
た
言
葉
を

門
人
ら
が
編
集
し
た
『
山
鹿
語
類
』
は
、
素
行
の
学
問
の
全
体
像
を
比
較
的
に

平
易
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
、若
尾
政
希
『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』）。

（
4
） 

こ
れ
ら
の
兵
書
は
、『
太
平
記
』
巻
十
六
に
湊
川
で
の
戦
い
に
向
か
う
前
に
正

成
が
、
嫡
子
正
行
を
河
内
へ
帰
す
際
に
、
庭
訓
を
残
し
た
と
す
る
こ
と
に
淵
源

を
辿
る
こ
と
が
で
き
、『
理
尽
鈔
』
巻
十
六
で
正
行
を
河
内
か
ら
桜
井
に
呼
び

寄
せ
、「
国
ヲ
政
ル
ノ
道
教
十
箇
条
、
法
礼
ノ
事
自
筆
ニ
書
置
給
ヌ
巻
物
一
巻
」

を
箱
に
入
れ
て
渡
し
た
と
す
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
（
今
井
正
之
助
「『
恩

地
左
近
太
郎
聞
書
』
と
『
理
尽
鈔
』」
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
『
日

本
文
化
論
集
』
第
六
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）。

（
5
） 

た
と
え
ば
、
楠
正
行
の
話
は
藤
井
懶
斎
の
『
本
朝
孝
子
伝
』（
三
巻
、
天
和
四

（
一
六
八
四
）
年
刊
）・『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』（
三
巻
、
貞
享
四
（
一
六
八
七
）

年
刊
）
な
ど
に
挙
げ
ら
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
孝
子
の
一
人
と
し
て
顕
彰
さ
れ

て
い
た
（
勝
又
基
編
『
本
朝
孝
子
伝
』
本
文
集
成
、
明
星
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、

解
説
参
照
）。

（
6
） 

古
井
戸
秀
夫
編
『
歌
舞
伎
登
場
人
物
事
典
』
の
「
菊
水
」
の
項
を
参
照
す
る
と
、

正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
江
戸
中
村
座
『
女
楠
天
下
太
平
記
』
で
は
、
初
下
り

の
初
代
芳
沢
あ
や
め
が
楠
女
房
菊
水
と
な
り
、
不
在
の
夫
に
替
わ
り
、
新
田
義

貞
に
偽
り
の
恋
慕
を
い
い
か
け
て
そ
の
行
い
を
諫
め
、
玄
宗
皇
帝
の
長
物
語
と

大
根
漬
け
の
お
か
し
み
も
披
露
し
た
。
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
市
村
座
『
婦

楠
韻
粧
鑑
』
で
は
二
代
目
あ
や
め
が
菊
水
と
な
り
、
大
森
彦
七
に
下
女
奉
公
し

て
大
根
漬
け
を
見
せ
、
夫
の
敵
と
彦
七
に
斬
り
か
か
り
、
湊
川
軍
物
語
を
聞
か

せ
る
な
ど
、
父
の
芸
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
。
ま
た
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
江
戸

河
原
崎
座
『
松
貞
婦
女
楠
』
で
は
四
代
目
岩
井
半
四
郎
が
菊
水
を
勤
め
た
。『
女

楠
』
は
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
三
月
『
太
平
記
』
を
も
と
に
福
地
桜

痴
が
脚
色
し
、
東
京
歌
舞
伎
座
で
九
代
目
市
川
団
十
郎
が
新
歌
舞
伎
十
八
番
の

う
ち
と
し
て
演
じ
た
。
奥
方
の
名
は
菊
水
で
は
な
く
柏
の
前
と
な
っ
て
い
る（
古

井
戸
秀
夫
編
『
歌
舞
伎
登
場
人
物
事
典
』、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
7
） 

後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
校
注
『
太
平
記
』
第
二
巻
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
。

（
8
） 

正
成
が
兵
庫
に
向
う
途
中
、「
桜
井
駅
の
訣
別
」
に
は
、
刀
を
直
接
手
渡
す
場

面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
菊
水
は
楠
家
の
家
紋
で
、
後
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の

演
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
正
成
の
妻
の
名
前
は
菊
水
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

（
9
） 

前
掲
、『
太
平
記
』。

（
10
） 

亀
田
純
一
郎
「
太
平
記
読
に
つ
い
て
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
巻
十
号
、

一
九
三
一
年
十
月
。

（
11
） 『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。

（
12
） 『
理
尽
鈔
』
の
「
奥
書
」
に
は
「
太
平
記
之
評
判
者
、
武
略
之
要
術
、
治
国
之

道
也
」
と
、
そ
の
目
指
し
て
い
る
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
13
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
14
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
15
） 

こ
れ
は
直
義
の
戦
略
が
以
前
正
成
か
ら
聞
い
た
戦
術
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る

か
ら
で
、『
理
尽
鈔
』
巻
十
六
「
正
成
兵
庫
下
向
事
」
に
お
い
て
、
正
成
は
湊

川
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
和
田
・
恩
地
ら
に
尊
氏
兄
弟
が
正
成
の
死
後
、
楠
家

の
一
族
を
味
方
に
つ
け
よ
う
と
の
策
略
に
つ
い
て
遺
訓
し
て
い
る
。
ま
た
『
理

尽
鈔
』
巻
二
十
三
で
「
此
ヲ
真
似
給
ヘ
共
、
可
似
ナ
シ
」
と
、
直
義
が
幕
政
を

行
う
に
際
し
て
、
正
成
の
政
治
を
真
似
よ
う
と
し
た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
。

（
16
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
17
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
18
） 
前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
19
） 
前
掲
、『
太
平
記
』。

（
20
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
21
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
22
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
23
） 『
太
平
記
』
巻
十
一
の
「
右
京
亮
時
治
妻
」
に
対
し
て
の
評
を
省
略
。
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（
24
） 『
太
平
記
』
巻
十
一
「
佐
介
貞
俊
妻
」
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
妻
の
志
も

道
に
叶
へ
り
と
に
や
。」
と
、
簡
略
化
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

（
25
） 『
太
平
記
』
巻
十
の
「
亀
寿
丸
乳
母
」、『
太
平
記
』
巻
十
八
「
瓜
生
判
官
母
」
の

場
合
は
非
難
し
て
い
る
。

（
26
） 
従
来
浅
井
了
意
の
作
中
に
数
え
ら
れ
て
来
た
が
、
北
条
秀
雄
氏
は
真
偽
未
決
で
、

青
山
忠
一
氏
は
巻
九
の
伊
勢
の
記
述
が
浅
井
了
意
著
の
『
伊
勢
物
語
抒
海
』
の

記
述
と
共
通
す
る
こ
と
で
、
濱
田
啓
介
氏
は
『
東
海
道
名
所
記
』
や
『
北
条
九

代
記
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
『
本
朝
女
鑑
』
の
作
者
が
『
東
海
道
名
所
記
』
や
『
北

条
九
代
記
』
の
作
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
浅
井
了

意
と
判
断
し
て
い
る
。

（
27
） 

中
村
幸
彦
「
仮
名
草
子
の
性
格
」『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻
所
収
、
中
央

公
論
社
、
一
九
八
七
年
。

（
28
） 

白
倉
一
由
氏
や
青
山
忠
一
氏
が
女
訓
の
書
と
し
て
『
本
朝
女
鑑
』
を
説
話
と
叙

述
と
教
訓
と
い
う
構
造
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
に
対
し
て
、
濱
田
啓
介
氏
は

小
説
様
式
の
上
か
ら
、
出
典
と
創
作
の
観
点
か
ら
検
討
し
、『
本
朝
女
鑑
』
の

虚
構
性
を
立
証
し
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、『
本
朝
女
鑑
』
の
各
章
は
、
様
々

の
技
法
を
駆
使
し
て
、
原
拠
に
加
工
変
更
を
加
え
て
い
る
。

（
29
） 

仮
名
草
子
の
特
徴
は
教
訓
啓
蒙
性
に
あ
る
が
、
啓
蒙
教
訓
を
主
眼
と
す
る
仮
名

草
子
の
中
で
も
、娯
楽
に
よ
り
多
く
比
重
が
か
か
っ
て
い
る
作
品
が
あ
っ
た
（
前

掲
、
中
村
幸
彦
「
仮
名
草
子
の
性
格
」）。

（
30
） 

濱
田
啓
介
「
本
朝
女
鑑
の
虚
構
」（
上
）、『
国
語
国
文
』
第
五
十
五
巻
七
号
、

一
九
八
六
年
七
月
。

（
31
） 『
太
平
記
』
巻
一
の
「
右
近
蔵
人
頼
員
妻
」、
巻
四
の
「
左
衛
門
佐
局
」「
勾
当

内
侍
」、
巻
十
の
「
亀
寿
丸
乳
母
」、
巻
十
一
の
「
菊
池
入
道
寂
阿
妻
」「
右
京

亮
時
治
妻
」「
佐
介
貞
俊
妻
」、「
越
中
守
護
三
妻
」、
巻
十
四
の
「
結
城
親
光
妻
」、

巻
十
六
の
「
楠
帯
刀
母
」、
巻
一
八
の
「
瓜
生
判
官
母
」、
巻
三
十
三
の
「
那
波

五
郎
母
」「
兵
部
少
輔
某
妻
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
32
） 『
本
朝
女
鑑
』
巻
六
「
節
義
下
」
に
は
『
太
平
記
』
所
拠
の
章
が
並
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
諸
章
も
改
変
部
分
の
少
な
い
、
原
典
に
忠
実
な
諸
章
で
あ
る
（
前
掲
、

濱
田
啓
介
「
本
朝
女
鑑
の
虚
構
」（
上
））。

（
33
） 

青
山
忠
一
『
本
朝
女
鑑
』
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』

仮
名
草
子
編
第
七
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
七
二
年
。

（
34
） 

濱
田
啓
介
氏
は
「『
本
朝
女
鑑
』
は
、
間
違
い
な
く
刊
行
販
売
の
た
め
の
執
筆

で
あ
る
。
時
好
に
合
わ
せ
、
書
肆
も
喜
ん
で
迎
え
、
営
利
を
得
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
さ
れ
ば
本
書
は
、刊
行
の
た
め
の
虚
構
を
含
む
作
品
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

刊
行
を
目
的
と
し
た
近
世
小
説
へ
の
前
駆
的
過
渡
的
作
品
で
あ
る
。
そ
の
虚
構

部
分
は
、
倫
理
的
で
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
知
巧
的
な
一
面
こ
そ
注
目
す
べ

き
一
面
で
あ
る
。
そ
れ
は
早
く
も
欺
き
の
文
芸
と
し
て
の
道
を
歩
み
そ
め
、
戯

作
的
傾
向
へ
の
萌
芽
を
き
ざ
し
て
い
る
。」
と
い
い
、
戯
作
者
と
し
て
の
了
意

の
能
力
と
、
そ
れ
に
よ
る
虚
構
の
創
作
が
近
世
小
説
へ
の
前
駆
的
な
も
の
で
あ

る
と
意
見
を
提
示
し
て
い
る
（
濱
田
啓
介
「
本
朝
女
鑑
の
虚
構
」（
下
）『
国
語

国
文
』
第
五
十
五
巻
八
号
、
一
九
八
六
年
八
月
）。

（
35
） 

前
掲
、
濱
田
啓
介
「
本
朝
女
鑑
の
虚
構
」（
上
）。

（
36
） 

前
掲
、『
近
世
文
学
資
料
類
従
』。

（
37
） 

井
上
伸
子
「
江
戸
の
女
方
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
四
十
号
、
立
教
大
学
、

一
九
七
八
年
七
月
。

（
38
） 

鳥
居
フ
ミ
子
「「
女
鎌
足
」
と
そ
の
特
色
」『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』

六
十
一
巻
、
一
九
八
四
年
三
月
。

（
39
） 

前
掲
、
鳥
居
フ
ミ
子
「「
女
鎌
足
」
と
そ
の
特
色
」。

（
40
） 

前
掲
、
鳥
居
フ
ミ
子
「「
女
鎌
足
」
と
そ
の
特
色
」。

（
41
） 『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
）
の
「
女
楠
」
の
項
目
（
一
）

に
は
、「
楠
正
成
の
妻
を
主
人
公
に
し
た
脚
本
の
通
称
で
、
古
く
は
近
松
門
左

衛
門
作
の
「
吉
野
都
女
楠
」
に
そ
の
趣
向
が
み
え
る
が
、
通
常
は
「
女
楠
天
下

太
平
記
」（
正
徳
三
年
十
一
月
江
戸
中
村
座
初
演
。
初
世
芳
沢
あ
や
め
の
楠
妻

菊
水
）
と
、「
婦
楠
韻
粧
鑑
」（
延
享
二
年
十
一
月
江
戸
市
村
座
初
演
。
二
世
芳

沢
あ
や
め
の
楠
妻
菊
水
）
の
略
称
。」
と
定
義
し
て
い
る
。

（
42
） 

近
松
門
左
衛
門
『
吉
野
都
女
楠
』
近
松
全
集
刊
行
会
『
近
松
全
集
』
第
六
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
。

（
43
） 

大
力
の
持
ち
主
で
、
暴
れ
馬
の
手
綱
を
高
下
駄
で
ち
ょ
ん
と
踏
ん
で
と
め
た
り
、

悪
人
を
投
げ
飛
ば
し
、
晒
し
の
布
を
振
っ
て
翻
弄
す
る
（
前
掲
、
古
井
戸
秀
夫

編
『
歌
舞
伎
登
場
人
物
事
典
』）。

（
44
） 
前
掲
、
近
松
門
左
衛
門
『
吉
野
都
女
楠
』。

（
45
） 

前
掲
、『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』。

（
46
） 

木
谷
蓬
吟
氏
は
『
吉
野
都
』
を
南
朝
を
中
心
と
し
た
「
尊
皇
思
想
の
作
興
」
を

目
的
と
し
た
と
評
し
て
い
る
が
（『
近
松
の
天
皇
劇
』
淡
清
堂
、
一
九
四
七
年

十
二
月
）、森
山
重
雄
氏
は
正
当
な
る
天
皇
劇
と
い
う
よ
り
は
、二
つ
の
勢
力
（
南
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朝
と
北
朝
）
に
は
さ
ま
れ
た
零
落
武
士
の
犠
牲
に
中
心
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
逆
転
し
た
天
皇
劇
だ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（『
近
松
の
天
皇
劇
』
三
一
書
房
、

一
九
八
一
年
一
月
）。

（
47
） 
前
掲
、
近
松
門
左
衛
門
『
吉
野
都
女
楠
』。

（
48
） 
小
笠
原
幹
夫
「
近
松
と
太
平
記
読
み
」『
作
陽
音
楽
大
学
・
作
陽
短
期
大
学
研

究
紀
要
』
第
二
十
六
巻
一
号
、
一
九
九
三
年
五
月
。

（
49
） 

近
松
門
左
衛
門
『
大
経
師
昔
暦
』
近
松
全
集
刊
行
会
編
『
近
松
全
集
』
第
九
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
。

（
50
） 

西
沢
一
風
『
南
北
軍
問
答
』
西
沢
一
風
全
集
刊
行
会
『
西
沢
一
風
全
集
』
第
五
巻
、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。

（
51
） 

前
掲
、
西
沢
一
風
『
南
北
軍
問
答
』。

（
52
） 

正
成
の
妻
が
色
遊
び
を
戒
め
る
と
い
う
趣
向
は
、
こ
れ
よ
り
十
年
程
前
の
歌
舞

伎
に
も
す
で
に
存
在
し
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
十
一
月
江
戸
中
村
座
の
顔

見
世
狂
言
と
し
て
上
演
さ
れ
た
「
女
楠
天
下
太
平
記
」
で
は
、
夫
の
正
成
の
指

示
に
従
っ
て
、
勾
当
の
内
侍
と
の
恋
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
義
貞
を
諌
め
る
た

め
、
わ
ざ
と
不
義
の
恋
を
仕
か
け
て
い
る
。
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The Transformation of  the Image of  Kusunoki 
Masashige’s Wife in Early Modern Japan

LEE Chung-Ho
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Department of  Comparative Literature and Culture, 

The University of  Tokyo

As he appears in the Taiheiki, Kusunoki Masashige is a military offi cial who had a combination of  the three 
virtues of  wisdom, benevolence, and valor, and he is broadly known as a medieval hero who gave his life for the 
Emperor. After the passing of  the Edo era, the instructive aspect of  Kusunoki Masashige came to be emphasized, 
and this was the primary reason for dissemination of  his legend.

In the Taiheiki, the wife of  Masashige persuades their son Masatsura, who is distraught over the death on the 
battlefi eld of  his father, not to kill himself  by reminding him of  the meaning of  the instruction which Masashige 
had left behind. With this episode as starting point, the wife of  Masashige afterward became known to society 
as, in the Meiji-era phrase, “a good wife and wise mother.”

However, in the Rijinshō, a retelling of  the Taiheiki tales that was popular in the fi rst half  of  the Edo era, the 
text treating Masashige’s legend consists mainly of  war talk and military science. It omits the scene in which the 
wife of  Masashige taught her son the dying injunctions of  his father and instead inserts the episode about the 
confrontation between the enemy camp and the members of  Masashige’s household over the treatment of  
Masashige’s severed head. This substitution for the extensive description of  Masashige’s wife in the Taiheiki is 
seen as an example of  the relegation of  the existence of  females to secondary position when the main subject is 
war talk.

In contrast to the Rijinshō, the wife of  Masashige appeared for the purpose of  edifi cation in the lesson books 
of  the early Edo period addressed to women. In the instruction for women, Honchō jokan, the episode about the 
wife of  Masashige in the original text of  the Taiheiki is quoted in simplifi ed form to suit the nature of  instruction 
for women, the major purpose of  which was to teach the example of  a mother reasoning with her son to correct 
his wrongs.

In the jidai jōruri genre, the image of  the wife of  Masashige is formed a little differently. In Chikamatsu 
Monzaemon’s Yoshino miyako onna Kusunoki, the wife of  Masashige appears as in previous versions as a good 
wife and wise mother who disciplines her son to succeed to the legacy of  her deceased husband, but in addition 
she is described as a sturdily built woman with physical strength and a strong character. Here, unlike the typical 
woman who sacrifi ces herself  for a man in the jidai jōruri genre, the image of  a strong woman who overcomes 
the troubles of  war is granted to the wife of  Masashige.

In another example of  this genre, Nanboku ikusa mondō, the authors, Nishizawa Ippû and Tanaka Senryû, 
added a new feature. In their account, the wife of  Masashige preaches at the son for indulging in sex with 
women. The point at which she preaches at him for his wrongdoing is the same as in the Taiheiki. But in addition 
to the description of  the son as a womanizer, there is another change: It is the servant Nakiotoko who delivers 
the admonition on behalf  of  the wife of  Masashige. This can be said to be a new conception.

In short, although the wife of  Masashige maintained the image of  good wife and wise mother from the 
medieval Taiheiki through the early modern jidai jōruri genre, over time new elements were added to the image 
and accepted.

Key words: Kusunoki Masashige, wife of  Masashige, Taiheiki, good wife and wise mother, jidai jōruri


